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１．委託事業全体の趣旨・目的 

我が国の国民医療費が 40 兆円を超える中、スポーツ人口の拡大を通じて、国民医療費の抑制への貢献や健康

寿命を平均寿命に限りなく近づけることのできる社会を構築することが重要となっている。 

こうした中、成人の週 1回以上のスポーツ実施率は、42.5%に留まっており、特に 20代から 40代のスポーツ

実施率が低くなっている。また、実施頻度が減ったあるいは増やせない理由としては「仕事や家事が忙しいから」

という理由が最も多くなっている（平成 28年度「スポーツの実施状況等に関する世論調査」）。 

このため、官民で連携して国民運動等を展開することを通じて、忙しいビジネスパーソンでも通勤時間や休憩

時間等を活用して気軽に運動・スポーツに取り組める環境を整備し、運動・スポーツ習慣の定着による健康増進

を図ることを本事業の目的とする。 

 

１．１ 委託事業の概要 

ビジネスパーソンの運動・スポーツ習慣づくりのため、以下の業務を実施した。 

（１）FUN+WALK PROJECT（官民連携によるムーブメント創出） 

ビジネスパーソンを中心に本格的なスポーツをする人のみならず、日々の暮らしの中で気軽に体を動かす人

も含めて、スポーツ参画人口の拡大を進めていくプロジェクトである「FUN＋WALK PROJECT」を発足

させた。 

普段の生活から気軽に取り入れることのできる「歩く」に着目し、「歩く」に「楽しい」を組み合わせるこ

とで、自然と「歩く」習慣が身につくことを目指した。 

（２）好循環の創出に向けたエビデンス調査 

FUN+WALK PROJECTの自走化、認知、普及を推し進めるため、また、プロジェクトを通じての国民の意

識変容等を把握するためにウエブアンケート調査及び結果の分析を実施した。  

（３）スポーツエールカンパニー（企業による取組の奨励方策等の検討） 

朝や昼休みなどに体操・ストレッチをするなどの運動機会の提供や、階段の利用や徒歩・自転車通勤の奨励、

あるいはスタンディングミーティングの実施など、社員の健康増進のためスポーツの実施に向けた積極的な

取組を行っている企業を「スポーツエールカンパニー」（英語名称：Sports Yell Company）として認定する

制度を創設した。 

 

１．２ 事業全体スケジュール 

 2017年 10月 2日       「FUN+WALK PROJECT」発足発表 

 2017年 8月 3日～10月 31日 「スポーツエールカンパニー」認定企業募集 

 2017年 12月 6日       「FUN+WALK PROJECT」トライアルデー開催 

 2017年 12月 12日      「スポーツエールカンパニー」認定企業発表 

 2018年 2月 14、15日     好循環の創出に向けたエビデンス調査－事前調査実施 

 2018年 3月 1日       「FUN+WALK PROJECT」キックオフイベント開催 

 2018年 3月 5日～18日    「FUN+WALK WEEK」開催／長官による企業視察取材実施 

 2018年 3月 17、18日         好循環の創出に向けたエビデンス調査－事後調査実施 
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２．個別事業の成果 

２．１ FUN+WALK PROJECT（官民連携によるムーブメント創出） 

（１）ミッションの実現に向けて 

運動レベルは人それぞれであり、本格的にスポーツを楽しんでいる人から、現在まったく運動をしていな

い人まで存在する。国民運動として大きなプロジェクトにしていくためには、すべての人を巻き込んでいく

ための様々な活動が必要になるため、すでに運動している人や様々な人の趣味嗜好によって対応が異なる本

格的な運動やアクティビティよりも、現在運動していない人を巻き込み、活動を大きくさせるための「土台」

となる活動が最も重要であり、平成 29年度は初年度の活動として、「土台」となる活動をいかにつくるかに

注力した。 

 

（２）「土台」となる活動 

現在、運動していない人を運動に巻き込むために、新たに何かを始めさせることのハードルは高い。運動

していないと思っている人でも、実はやっている運動が「歩く」ということである。今年度の事業において

は、普段意識しておらず、またあまり運動と捉えられていない、この「歩く」という隠れ運動を顕在化させ、

大きな「土台」となる活動を作っていくことを目指す。 

 

（３）推進協議会の設置 

本事業を広く国民運動として推進していくための行動メニュー、コンセプト、ネーミング及びロゴマーク  

等を検討、設定するため、官民連携による推進協議会を設置した。 

 

①推進協議会委員 ※敬称略／順不同 

  左三川 宗司  （一社）日本経済団体連合会 政治・社会本部 統括主幹 

オリンピック・パラリンピック等推進室長 

    五十嵐 克也  日本商工会議所 地域振興部長 

    苧野 恭成   全国商工会連合会 総務部長 

    戸張 隆夫   （一社）日本アパレル・ファッション産業協会 専務理事 

    斎藤 敏一   （公社）スポーツ健康産業団体連合会 会長 

    松村 剛    （一社）日本フィットネス産業協会 事務局長 

    小松原 祐介  健康保険組合連合会 保健部長 

    岡田 邦夫   NPO法人健康経営研究会 理事長 

    森 晃爾    産業医科大学産業生態科学研究所 教授 

    萩 裕美子   東海大学体育学部 教授 

    國定 勇人   2020 年東京オリンピック・パラリンピックを活用した地域活性化推進首長連合 会長 

    安達 栄    スポーツ庁 健康スポーツ課長 

 

②推進協議会の開催 

平成 29年度は、下記の日程にて 2回開催し、本プロジェクト普及に向けた協議を行った。 

 第 1回推進協議会 

日時：平成 29 年 8 月 8 日（火） 17：00～19：00 

場所：㈱博報堂 13階プレルーム  
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議題：事業概要（目的、アクションなど）について  

普及実行委員会について 

プロジェクト名及びロゴについて 

   アクション名及びロゴについて 

議事概要： 

本プロジェクトの普及のため、都市部のビジネスパーソンに加え、郊外も含めた全国の様々

なターゲットに合ったキーアクションも検討すべきとの意見が出た。加えて、「歩く」を習慣

づけるための動機として、自身の健康増進など“内発的動機”と、歩くことで得られるお得な

インセンティブなど、“外的動機”の両面を検討する必要性が議論された。 

普段よりプラス 1,000歩、1日 8,000歩という、本プロジェクトが定める目標歩数の妥当性に

ついて議論された。 

 

 第 2回推進協議会 

日時：平成 29年 9月 14日（木） 13：00～15：00 

場所：㈱博報堂 7Fプレルーム  

議題：ペルソナごとにアクションを変えることの検討 

「歩く」動機づくりの検討 （外発的動機、内発的動機作りの必要性）  

目標歩数 8,000歩の妥当性について 

議事概要： 

第 1回推進委員会の議論を受け、実施方針を決定。 

ターゲットごとにアクションを設定することに関しては、“歩く”が楽しくなる、様々なコン 

テンツを提示することで、広く全国の生活者に「歩く」ことを習慣づけるプロジェクトとする。 

「歩く」動機づくりの検討（外発的動機、内発的動機作りの必要性）については、歩くことで      

得られる健康的なメリットに加え、その他の健康以外のインセンティブ（「おトク」や「おい   

しい」など）を情報発信していく。 

目標歩数の妥当性については、群馬県中之条町で行われた研究成果などを参考に、また、まず

は普段の生活の中で気軽に取り組めるよう、プラス 1,000歩（プラス 10分）、1日 8,000歩と

定めることで決定。 

 

 

（４）具体的な事業実施内容 

①行動メニュー、目標値の設定 

運動不足を感じつつも、忙しくて、スポーツをする時間が取れない働き盛り世代を中心に、通勤時間や

休憩時間といった日常生活の中での隙間時間を利用して「歩く」を促進するためのキーアクションとして、 

“歩きやすい服装”での通勤を推奨。 

    上記の推進協議会等での議論のもと、本プロジェクトでは１日の歩数を普段よりプラス 1,000歩（約 10    

分）することを目指し、まずは 1日 8,000歩（国民の平均歩数は男性 7,194歩、女性 6,227歩、出典：厚 

生労働省「平成 27年国民健康・栄養調査結果の概要」）を目標として設定した。 
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②ロゴマーク・キャッチコピーの作成 

本事業の普及及び趣旨の周知のため、プロジェクトの名称を「FUN+WALK PROJECT」とし、分かり

やすいロゴマーク及びキャッチコピー等を作成した。 

【ロゴマーク】 

    

 

【キャッチコピー】 

まいにちに「歩く」を足して、ハッピーになろう。 

 

③プロジェクトサイトの作成、運営 

本プロジェクトの事業概要の周知や情報発信及びロゴデータ利用申請受付等のため、公式ウェブサイト 

を制作し、2017年 12月より運営を実施した。 

 プロジェクトサイト URL：http://funpluswalk.go.jp/  

アクセス数（2018年 3月 27日現在）：78,591件 

 ロゴ利用申請数（2018年 3月 27日現在）： 

自治体・官公庁・報道機関 = 20 

企業・団体        = 299 

 

④参考スタイルの提案 

ビジネスパーソン向けのシンボリックな活動として「仕事」と「ファッション」を包含する「歩きやす 

い服装での通勤」を推進。そのための参考スタイルとして “歩きやすい服装”（＝FUN+WALK STYLE） 

を発表し、男女それぞれでフォーマルスタイル、カジュアルスタイルの合計４スタイルを提案した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://funpluswalk.go.jp/
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◆男性フォーマルスタイル 

 

 

◆女性フォーマルスタイル 
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◆男性カジュアルスタイル 

 

 

◆女性カジュアルスタイル 
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⑤プロジェクト普及用のポスターの作成及び配布 

◆ポスターの作成： 

・メインポスター Ｂ１ヨコ／Ｂ２タテ 

本プロジェクトを全国的な国民運動として広く普及させるために、全国のご当地キャラクターと 

連携したポスターを作成した。 
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・キーアクションポスター Ｂ２タテ 

企業内などで掲載可能な、参考となるアクションを記載したポスターを作成した。 

 

◆ポスターの配布 

メインポスター280部、キーアクションポスター263部を作成し、関係省庁や都道府県、関係団

体及び推進協議会委員等を通じて配布するとともに、公式ウェブサイトからもダウンロート可能と

した。 

 

（５）プロモーション活動の実施（メディアを通じた情報発信等） 

   ①FUN+WALK PROJECT の発表 

本プロジェクトを広く普及させるため、また 2018 年 3 月からの本格的なスタートに向け鈴木長官より

プロジェクトの発足と概要を発表。 

◆日時：2017年 10月 2日（月）  

◆場所：スポーツ庁 記者会見室  

◆発表内容：  

・プロジェクト概要  

・プロジェクト名／目的／アクション／目標歩数／ 

・事業内容 ①事業の推進 ②企業、自治体との連携 ③プロジェクトサイトの運営 

④プロジェクト普及イベントの実施 ⑤プロジェクトアプリの開発） 

・プロジェクトスケジュール  

◆記録写真： 
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◆メディア露出：テレビ 8件／新聞 33紙／ＷＥＢ200件以上（ヤフートピックス獲得） 

 

 

②トライアルデーの実施 

“歩きやすい服装”での通勤により日常生活の中での「歩く」ことを意識してもらうため、トライアル

デーをスポーツ庁のほか企業・自治体で実施。盛り上がり感の醸成及び“歩きやすい服装”での通勤実

例をメディアを通じて情報発信した。 

 また、同日に FUN+WALK STYLE（参考スタイル）を発表し、公式ウェブサイトにてロゴマークの

配信も開始した。 

◆日時：2017年 12月 6日（水） 

◆場所：スポーツ庁及び参加企業 

     ◆記録写真： 
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◆トライアル参加企業・団体： 

【三菱地所株式会社】 

・場所：丸ビル外構部（丸の内仲通り側）虎の彫刻前 

・取組：従業員の健康促進のための取組として、「カラダ改善コンテスト」を 2017年 10月・11

月の 2か月間実施。脂肪量や筋肉量のほか、一日の歩数等を記録する取組で、従業員の

健康意識の向上を図る中で、ウォーキングの習慣化も狙っている。 

・取材内容：従業員への取材／担当者インタビュー 

 

 

 

 

【東急電鉄株式会社】 

・場所：本社 東京都渋谷区 

・取組：2016 年 10 月から「WalkBiz（ウォークビズ）」を推進。健康経営推進の一環とし       

て、従業員向けに様々な取組を行い「歩く」の習慣化に力を入れている。足元を身

軽にし、ひと駅歩くことや階段を上ることで、一番長い時間を過ごす職場を運動環

境に変えることを目的としている。 

・取材内容：①WalkBiz（ウォークビズ）を実践している従業員への取材／実践社員へのイ 

ンタビュー／就業風景（会議室での風景）／社屋外における移動風景  

②人事担当者インタビュー 
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【キャスレーコンサルティング株式会社】 

・場所：本社 東京都渋谷区恵比寿 

・取組：毎週水曜日を「Casley Walk Biz(キャスレー・ウォークビズ)」として、全従業員に   

対してスニーカー、リュック、 動きやすい服装での出勤を推奨している。オフィ

ス内でも、椅子の替わりにバランスボールを使って業務を行ったり、所定のスタン

ディングデスクで業務を行うことで従業員の健康作りをサポートしている。 

・取材内容：営業部門社員が取引先企業へ歩きやすい服装で訪問する様子／ナイトウォー         

ク（会社近隣：恵比寿を散歩して帰る社内イベント）／ウォーキング・姿勢講

座（正しいウォーキングや、勤務中の姿勢を学ぶ講義）／従業員への取材／ 

担当者インタビュー 

 

 

【福井県庁】 

・時間：10:00〜17:00  

・場所：福井県福井市 

・取組：2017 年 5 月より、歩きやすい靴を履くことで、多忙な日常生活の中でも仕事の合

間や休憩時間を利用して歩くなど、手軽に運動機会を確保することができる「スニ

ーカービズ」を“新たな県民運動”として実施。 

・取材内容：“歩きやすい靴での通勤”を実践している県庁職員への取材／啓発活動（庁内

放送やポスター掲出など） 
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【奈良県立医科大学MBT（医学を基礎とするまちづくり）研究所】 

・時間：13：00～15：00 

・場所：奈良県立医科大学 学長室 

・取組：“歩く”ことを促進するデバイス開発及び奈良県橿原市にて健康データを測定。   

奈良医大ＭＢＴ研究所では、少子高齢社会を快適に暮らすことができるまちづくり

を目指し、本学が持つ医学的知見やノウハウをすべての産業に投入し、産業創生を

行うと共に地方創生に寄与することを目的としている。 

・取材内容：学長インタビュー／担当者インタビュー／橿原市職員との新キャンパスの歩行 

に適した歩道（フットパス）整備議論の様子／デバイスのデモンストレーション 

 

 

 

◆メディア露出：テレビ 10件／新聞 5紙／ＷＥＢ200件以上（ヤフートピックス獲得） 
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③キックオフイベント 

プロジェクトの本格スタートを象徴的に演出するため、キックオフイベントを実施。  

◆タイトル：『FUN＋WALK PROJECT キックオフイベント』 

◆日時：2018年 3月 1日（木） 11:00〜12:00 

◆会場：時事通信ホール （東京都中央区） 

◆実施内容：施策概要説明／アプリ紹介／協賛企業取組紹介／フォトセッション等 

◆登壇者：スポーツ庁長官 鈴木 大地 様 

  アサヒ飲料株式会社 代表取締役社長 岸上 克彦 様  

  アシックスジャパン株式会社 社長 小林 淳二 様  

  株式会社髙島屋 常務執行役員 営業推進部長 岡部 恒明様  

  ドコモ・ヘルスケア株式会社 代表取締役社長 和泉 正幸 様  

  福井県健康福祉部 企画幹 岩壁 明美 様   

  ご当地キャラ（ぐんまちゃん／しんじょう君／ふっかちゃん）※五十音順 

  モデル 4名 

◆ 来場メディア数：49媒体 71名 

 

【ステージ装飾】 

 

    【会場平面図】 

     （時事通信ホール２階） 
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◆記録写真： 

 

 

 

◆メディア露出：テレビ 1件／新聞 31紙／ＷＥＢ30件以上 

  

  

 

④FUN+WALK WEEK長官視察取材 

企業内の“歩く”を促進する取組、店頭での盛り上がり感を演出するためプロジェクトの「強化週間」         

として、2018 年 3 月 5 日（月）～18 日（日）の 2 週間を「FUN＋WALK WEEK」として設定し、

「FUN+WALK WEEK」の初日に、鈴木長官による企業視察取材を実施した。 
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◆実施内容： 

【アサヒ飲料株式会社】 

時間：8時 30分～10時 10分 

場所：アサヒグループ本社ビル（東京都墨田区） 

視察内容： 

・社員の FUN+WALK STYLE での出社の視察（@アサヒグループ本社ビル前） 

・岸上社長、大越執行役員による長官への取組説明（@11F応接室） 

・長官による社員へのインタビュー（@3F会議室） 

来場メディア：22媒体 34名 

 

 

【株式会社髙島屋】 

時間：12時 00分〜13時 15分 （受付開始：11時 30分） 

場所：新宿髙島屋タイムズスクエア（渋谷区千駄ヶ谷 5丁目 24番 2号） 

視察内容：   

・FUN+WALKロードの説明及び視察（@2階ペデストリアンデッキ） 

・紳士服売り場及び店内視察（@6階紳士服売り場） 

来場メディア：16媒体 20名 
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◆メディア露出：テレビ 6件／新聞 33件／ＷＥＢ100件以上 
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（６）FUN+WALK PROJECTの成果 

 無理なく、取り入れやすいアクション（“歩きやすい服装”＝FUN+WALK STYLE での通勤）を

設定することで、本プロジェクトは比較的好意的に受け止められている。 

 2017年 10月のプロジェクト発表から、トライアルデー、キックオフイベント、FUN+WALK WEEK

までの施策を戦略的に実施することで、約半年間、本プロジェクトの情報を継続して発信すること

ができた。 

 その結果、2017年 10月のプロジェクト発表以降、流通、自治体、シューズメーカー、百貨店など

からの問い合わせがあり、本プロジェクトの普及に向け官民での連携を図ることができた。 

 連携企業・団体の一例： 

アサヒ飲料、アシックスジャパン、髙島屋、ドコモ・ヘルスケア、三菱地所、東急電鉄、キャ

スレーコンサルティング、福井県、奈良県立医科大学、大丸松坂屋 など 

 ロゴマークについては 300 件以上の利用申請があり、店頭 POP での活用をはじめ、プロジェクト

の普及に寄与した。 

 継続的なメディア露出を獲得することで、本プロジェクトの趣旨を広く国民に伝達することができ

た。 

 

（７）今後に向けた課題 

 “歩きやすい服装（FUN+WALK STYLE）”での通勤の普及には、企業経営陣（トップ）の理解獲

得、企業全体で取り組むことを推進していくことが重要である。 

 流通やアパレルメーカーなどが、販促ツールとして本プロジェクトを活用できるよう、さらなる連

携の強化が必要。 

 車社会であり、都市部と比較して歩数が少ない傾向にある郊外でのプロジェクトの普及が課題であ

る。 
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２．２ 好循環の創出に向けたエビデンス調査 

（１）調査の目的 

FUN+WALK PROJECTの自走化、認知、普及を推し進めるため、また、プロジェクトを通じた国民の意識  

変容等を把握するために調査・分析を実施した。 

 

（２）調査の実施方法 

本格的にプロジェクトが展開される、強化週間「FUN+WALK WEEK」の前後において事前調査と事後調 

査を行い、その比較で本プロジェクトの成果と課題を可視化する。 

 方法 ：インターネット調査  

 対象者：20～50代男女 （メインターゲットは 20～40代だが差を見るため 50代も含む）  

 割付：800ss  （20～50代男女、各年代 100ss） 

 

 実施日時：事前調査＝2018年 2月 14、15日 

事後調査＝2018年 3月 17、18日 

 主な質問項目と言葉の定義 

・「FUN+WALK PROJECT」の認知度（このプロジェクトを知っているか） 

・「FUN+WALK PROJECT」の参加意向（プロジェクトの説明を見て、歩きたいと思ったか） 

・「歩きやすい服装での通勤」の浸透度 

      （通勤時間等を利用して「歩く」ことを促進するため「歩きやすい服装」が推奨されていることを  

知っているか） 

・「FUN+WALK PROJECT」実施による行動変化 

（新たに「ウォーキング」を趣味として始めた／以前よりも「歩く」量が増えたなど） 

・「FUN+WALK PROJECT」実施による意識行動 

  （「歩く」ことを意識するようになった、「歩数」を気にするようになった等） 

 

（３）調査集計結果 

1. 調査対象者の属性 

 本調査の回答者は男性 518名、女性 306名、合計 824名であった。各年代の内訳は下表のとおり。 

対象者の居住地については、首都圏・関西圏が 414名、その他が 410名とほぼ同数であった。 

  20 代 30 代 40 代 50 代 合計 

男性 82 135 164 137 518 

女性 68 77 88 73 306 

合計 150 212 252 210 824 

 

  

20代 30代 40代 50代

男性 100 100 100 100

女性 100 100 100 100
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2. 「FUN+WALK PROJECT」の認知 

あなたは、「FUN＋WALK PROJECT」をご存知ですかという質問について、「内容まで知っている」

又は「名前は聞いたことがある」と回答した者（認知者）は事前調査で 7.7％、事後調査では 9.4％であっ

た。事後調査の男性 20-30 代における認知者は 10％半ばで他年代と比べて高かった。一方で女性 40-50

代は事前・事後調査ともにほとんど認知者がおらず、「FUN+WALK PROJECT」という名称の認知が不

足していることが示唆された。 

             【事前調査】            【事後調査】 

 

※注１＝「内容まで知っている」「名前は聞いたことがある」の回答者 ＝ 認知者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ （％）

Top2

B ox

(% ) ｎ （％）

Top2

B ox

(% )

824 7.7 824 9.4

男性 517 9.4 517 11.7

女性 307 4.8 307 5.6

男性20代 82 20.4 82 15.5

男性30代 135 11.7 135 13.6

男性40代 164 6.8 164 10.7

男性50代 137 3.9 137 8.7

女性20代 68 8.7 68 9.7

女性30代 77 5.8 77 8.7

女性40代 88 3.9 88 1.0

女性50代 73 1.0 73 3.9

首都圏・関西圏 414 9.2 406 9.2

その他 410 6.2 418 9.6

運動 １年以内実施あり 599 10.3 632 10.8

F+W

活動
いずれか認知 -  - 237 32.8

居住地

全体

性年代

性別

1.2

1.6

0.4

6.8

1.0

1.0

0.0

1.9

0.0

0.0

0.0

0.5

1.8

1.6

6.5

7.8

4.3

13.6

10.7

5.8

3.9

6.8

5.8

3.9

1.0

8.7

4.3

8.6

92.3

90.6

95.2

79.6

88.3

93.2

96.1

91.3

94.2

96.1

99.0

90.8

93.8

89.7

内容まで

知っている

名前は聞いた

ことがある

知らない

全体+ 10pt以上

全体+ 5pt以上

全体-5pt以上

全体-10pt以上

1.9

2.8

0.5

3.9

2.9

2.9

1.9

1.0

1.0

0.0

0.0

1.6

2.2

2.5

6.7

7.5

8.9

5.1

11.7

10.7

7.8

6.8

8.7

7.8

1.0

3.9

7.6

7.4

8.3

26.0

90.6

88.3

94.4

84.5

86.4

89.3

91.3

90.3

91.3

99.0

96.1

90.8

90.4

89.2

67.2

内容まで

知っている

名前は聞いた

ことがある

知らない注1

(%)

注1

(%)
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3. 「FUN+WALK PROJECT」の参加意向 

「FUN+WALK PROJECT」の趣旨を説明した文章の提示後に「説明をご覧になって、あなたはもっ

と歩きたいと思いましたか」と質問したところ、「歩きたい」「やや歩きたい」と回答した者（意向者）

は事前調査全体で 43.9％、事後調査で 44.6％であった。事前・事後調査ともに女性 20-30 代の意向

者が比較的多い傾向にあった。 

 

             【事前調査】            【事後調査】    

 

     ※注 2＝「歩きたい」「やや歩きたい」の回答者＝参加意向者 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ （％）

Top2

B ox

(% ) ｎ （％）

Top2

B ox

(% )

824 43.9 824 44.6

男性 517 39.2 517 41.5

女性 307 51.9 307 49.8

男性20代 82 50.5 82 45.6

男性30代 135 31.1 135 46.6

男性40代 164 39.8 164 39.8

男性50代 137 39.8 137 35.9

女性20代 68 62.1 68 54.4

女性30代 77 59.2 77 53.4

女性40代 88 48.5 88 46.6

女性50代 73 38.8 73 45.6

首都圏・関西圏 414 43.1 406 43.7

その他 410 44.8 418 45.4

運動 １年以内実施あり 599 52.1 632 49.9

F+W

活動
いずれか認知 -  - 237 61.4

居住地

全体

性年代

性別

10.6

9.1

12.9

11.7

8.7

7.8

9.7

17.5

9.7

11.7

13.6

10.9

10.2

12.6

33.4

30.1

39.0

38.8

22.3

32.0

30.1

44.7

49.5

36.9

25.2

32.2

34.5

39.5

38.1

41.9

31.5

35.0

48.5

41.7

39.8

23.3

31.1

28.2

43.7

38.6

37.5

36.9

11.9

12.1

11.6

10.7

14.6

7.8

15.5

9.7

6.8

15.5

13.6

11.5

12.3

8.2

6.1

6.8

5.0

3.9

5.8

10.7

4.9

4.9

2.9

7.8

3.9

6.8

5.4

2.8

歩きたい やや

歩きたい

どちらとも

いえない

あまり

歩きたく ない

歩きたく ない

全体+ 10pt以上

全体+ 5pt以上

全体-5pt以上

全体-10pt以上

11.7

10.3

14.1

9.7

12.6

6.8

12.6

18.4

14.6

11.7

12.6

9.1

14.3

14.4

16.1

32.8

31.2

35.7

35.9

34.0

33.0

23.3

35.9

38.8

35.0

33.0

34.6

31.1

35.6

45.3

39.9

41.4

37.2

31.1

40.8

43.7

45.6

31.1

37.9

40.8

37.9

38.0

41.7

38.3

30.2

9.9

10.8

8.4

12.6

7.8

11.7

11.7

9.7

6.8

7.8

9.7

11.7

8.1

7.3

8.1

5.7

6.3

4.6

10.7

4.9

4.9

6.8

4.9

1.9

4.9

6.8

6.6

4.8

4.5

0.3

歩きたい やや

歩きたい

どちらとも

いえない

あまり

歩きたく ない

歩きたく ない注2

(%)

注2

(%)
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4. 「歩きやすい服装での通勤」浸透度 

「FUN+WALK PROJECT」では、通勤時間等を利用して「歩く」ことを促進するため「歩きやすい

服装（服や靴、鞄なども含む）での通勤」を提案しています。あなたはこの取組をご存知ですか、と

の質問に対し、「知っていて働いている会社で実践したことがある」「ニュースなどで取り上げられて

いるのを見聞きしたことがある」と回答した人の割合は、事前調査全体で 15.9％、事後調査は 17.8％

であった。事後調査における浸透度は男性 20-40代で 20％半ばと、全体の中で高い傾向にあったが、

男性 50代、女性 40-50代ではやや低かった。 

 

 

             【事前調査】            【事後調査】      

 

     ※注 3＝「知っていて働いている会社で実践したことがある」「ニュースなどで取り上げられてい 

るのを見聞きしたことがある」の回答者＝浸透度 

 

 

  

ｎ （％）

確実認

知計

(% )

確実+

曖昧認

知計

(% ) ｎ （％）

確実認

知計

(% )

確実+

曖昧認

知計

(% )

824 5.2 15.9 824 6.9 17.8

男性 517 5.9 17.5 517 9.2 20.7

女性 307 4.0 13.1 307 3.1 13.0

男性20代 82 14.6 28.2 82 13.6 24.3

男性30代 135 9.7 23.3 135 9.7 23.3

男性40代 164 1.0 10.7 164 8.7 24.3

男性50代 137 2.9 13.6 137 6.8 11.7

女性20代 68 3.9 17.5 68 3.9 19.4

女性30代 77 3.9 12.6 77 4.9 13.6

女性40代 88 5.8 14.6 88 1.0 8.7

女性50代 73 1.9 7.8 73 2.9 11.7

首都圏・関西圏 414 4.4 16.5 406 8.7 18.0

その他 410 6.0 15.2 418 5.2 17.7

運動 １年以内実施あり 599 6.5 19.0 632 8.3 20.1

F+W

活動
いずれか認知 -  -  - 237 24.2 62.1

居住地

全体

性年代

性別

1.1

1.7

0.0

5.8

2.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.4

1.7

1.5

4.1

4.2

4.0

8.7
6.8

1.0

2.9

3.9

3.9

5.8

1.9

4.0

4.3

5.0

10.7

11.6

9.1

13.6

13.6

9.7

10.7

13.6

8.7

8.7

5.8

12.1

9.2

12.5

84.1

82.5

86.9

71.8

76.7

89.3

86.4

82.5

87.4

85.4

92.2

83.5

84.8

81.0

知っていて、

働いている

会社で実施し

たことがある

ニュースなどで

取り上げられて

いるのを見聞き

したことがある

聞いたことは

ある気がする

知らない全体+ 10pt以上

全体+ 5pt以上

全体-5pt以上

全体-10pt以上

1.8

2.7

0.4

2.9

2.9

2.9

1.9

1.9

0.0

0.0

0.0

1.6

2.0

2.4

6.4

5.1

6.6

2.6

10.7

6.8

5.8

4.9

1.9

4.9

1.0

2.9

7.1

3.2

5.9

17.8

10.9

11.4

10.0

10.7

13.6

15.5

4.9

15.5

8.7

7.8

8.7

9.3

12.4

11.9

37.9

82.2

79.3

87.0

75.7

76.7

75.7

88.3

80.6

86.4

91.3

88.3

82.0

82.3

79.9

37.9

知っていて、

働いている

会社で実施し

たことがある

ニュースなどで

取り上げられて

いるのを見聞き

したことがある

聞いたことは

ある気がする

知らない

注3

(%)

注3

(%)



24 

 

5. 公式サイト浸透度 ※事後調査のみ 

「FUN+WALK PROJECT」のホームページをご覧になったことがありますか、という質問について

「見たことがある」と回答した人は全体で 5.3％、FUN+WALK PROJECT認知者では 18.4％であっ

た。 

 

※F+W＝FUN+WALK PROJECT の略称 

※いずれか認知＝F+Wの取組及び広報物のいずれかを認知している回答者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ （％）

824 

男性 517 

女性 307 

男性20代 82 

男性30代 135 

男性40代 164 

男性50代 137 

女性20代 68 

女性30代 77 

女性40代 88 

女性50代 73 

首都圏・関西圏 406 

その他 418 

運動 １年以内実施あり 632 

F+W

活動
いずれか認知 237 

性別

居住地

【事後調査】全体

性年代

5.3

6.6

3.0

9.7

7.8

4.9

5.8

1.0

2.9

3.9

3.9

6.1

4.5

6.6

18.4

94.7

93.4

97.0

90.3

92.2

95.1

94.2

99.0

97.1

96.1

96.1

93.9

95.5

93.4

81.6

見たことがある 見たことはない
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6. FUN+WALK PROJECT 新聞広告・ポスター認知 ※事後調査のみ  

あなたは、新聞広告やポスター・チラシ（質問において提示）をご覧になったことがありますか、と

いう質問に対し、「確かに見た」「見た気がする」と回答した人の割合は全体で 8.5％、男性 20-40 代

は 10％台と比較的高めであった。一方で女性 20代と 40代では「確かに見た」「見た気がする」と回

答した人の割合はそれぞれ 2.9％と 1.0％であり、ほとんど認知されていない。 

※新聞広告＝自主事業として 3月 5日に朝日新聞 15段を出稿 

 

 

 

  

ｎ （％）

認知計

(% )

824 8.5

男性 517 11.5

女性 307 3.6

男性20代 82 13.6

男性30代 135 11.7

男性40代 164 12.6

男性50代 137 8.7

女性20代 68 2.9

女性30代 77 6.8

女性40代 88 1.0

女性50代 73 3.9

首都圏・関西圏 406 9.3

その他 418 7.8

運動 １年以内実施あり 632 10.0

F+W

活動
いずれか認知 237 29.7

居住地

【事後調査】全体

性年代

性別

1.8

2.6

0.5

4.9

3.9

1.0

1.9

0.0

1.9

0.0

0.0

1.9

1.8

2.4

6.3

6.7

8.9

3.1

8.7

7.8

11.7

6.8

2.9

4.9

1.0

3.9

7.4

6.0

7.6

23.4

91.5

88.5

96.4

86.4

88.3

87.4

91.3

97.1

93.2

99.0

96.1

90.7

92.2

90.0

70.3

確かに見た 見た気がする 見た覚えはない

全体+ 10pt以上

全体+ 5pt以上

全体-5pt以上

全体-10pt以上



26 

 

7. 「FUN+WALK WEEK」認知 ※事後調査のみ 

「FUN+WALK PROJECT」では、国民全体で「歩く」ことを促進する「強化週間」として、3月 5

日（月曜日）～18日（日曜日）の 2週間を「FUN+WALK WEEK」とし、「歩きやすい服装」（FUN+WALK 

STYLE）での通勤など、様々なシーンで「歩く」ことを推奨するキャンペーンを実施しています。

あなたは、この「FUN+WALK WEEK」のことをご存知ですか、という質問に対し、「知っていて、

この期間に積極的に「歩く」ことを心がけた」「ニュースなどで取り上げられているのを見聞きした

ことがある」「聞いたことはある気がする」と回答した人の割合は全体で 12.0％であり、「知っていて、

この期間に積極的に「歩く」ことを心がけた」「ニュースなどで取り上げられているのを見聞きした

ことがある」と回答した人の割合は 5.3％であった。共に男性 20代が高い傾向であった。 

 

※F+W＝FUN+WALK PROJECT の略称 

※いずれか認知＝F+Wの取組及び広報物のいずれかを認知している回答者 

  

ｎ （％）

確実

認知計

(% )

確実

+曖昧

認知計

(% )

824 5.3 12.0

男性 517 7.0 14.2

女性 307 2.3 8.5

男性20代 82 10.7 20.4

男性30代 135 7.8 14.6

男性40代 164 4.9 13.6

男性50代 137 6.8 10.7

女性20代 68 2.9 10.7

女性30代 77 5.8 11.7

女性40代 88  - 3.9

女性50代 73 1.0 8.7

首都圏・関西圏 406 6.5 11.7

その他 418 4.1 12.4

運動 １年以内実施あり 632 6.4 13.1

F+W

活動
いずれか認知 237 18.4 41.9

居住地

【事後調査】全体

性年代

性別

1.4

2.0

0.2

2.9

3.9

1.0

1.0

0.0

1.0

0.0

0.0

1.5

1.3

1.8

4.8

3.9

5.0

2.1

7.8

3.9

3.9

5.8

2.9

4.9

0.0
1.0

5.0

2.9

4.7

13.7

6.8

7.1

6.2

9.7

6.8

8.7

3.9

7.8

5.8

3.9

7.8

5.2

8.3

6.6

23.5

88.0

85.8

91.5

79.6

85.4

86.4

89.3

89.3

88.3

96.1

91.3

88.3

87.6

86.9

58.1

知っていて、 この期間

に積極的に「 歩く 」

ことを心がけた。

ニュースなどで取り

上げられているのを

見聞きしたことがある

聞いたことは

ある気がする

知らない全体+ 10pt以上

全体+ 5pt以上

全体-5pt以上

全体-10pt以上
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8. プロジェクト実施による意識変化・行動変化（複数回答） 

※事後調査のみ／プロジェクト認知者ベース 

「FUN+WALK PROJECT」の様々な取組（HPや新聞広告・ポスター、「FUN+WALK WEEK」等）

が 2018 年 3月から具体的にスタートしたことで、あなたの日常に何か変化がありましたか。あては

まるものをすべてお選びください、という質問に対し、FUN+WALK PROJECT 認知者のうち、新た

に「ウォーキング」を趣味として始めた／以前よりも「歩く」量が増えた／以前よりも「歩く」こと

を意識するようになった／以前よりも「歩数」を気にするようになった、のいずれかに回答した人は

全体で 37.2％（「変化なし」と回答した人以外の割合）であった。以前よりも「歩く」ことを意識す

るようになった、と回答した人は全体で 15.8%であった。 

 

 

※F+W＝FUN+WALK PROJECT の略称 

※いずれか認知＝F+Wの取組及び広報物のいずれかを認知している回答者 

 

  

変化なし

ｎ

新たに「ウォーキ

ング」を趣味とし

て始めた

以前よりも「歩

く」量が増えた

以前よりも「歩

く」ことを意識す

るようになった

以前よりも「歩

数」を気にするよ

うになった

以前よりも「歩き

やすい服装」を意

識するようになっ

た

以前よりも「健

康」を気にするよ

うになった

以前とは何も変わ

らない

237 5.1 6.2 15.8 7.5 4.9 15.2 62.8

男性 156 6.8 8.1 18.2 9.5 5.6 15.9 58.1

女性 80 1.8 2.6 10.9 3.6 3.6 13.8 71.9

男性20代 31 7.7 10.3 20.5 17.9 5.1 5.1 53.8

男性30代 43 6.1 9.1 18.2 12.1 3.0 15.2 60.6

男性40代 48 3.3 3.3 13.3  - 6.7 26.7 53.3

男性50代 34 11.5 11.5 23.1 11.5 7.7 11.5 65.4

女性20代 *19 3.6 7.1 7.1  - 3.6 10.7 67.9

女性30代 *26 2.9 2.9 17.1 5.7 8.6 11.4 68.6

女性40代 *17  -  - 5.0  -  - 15.0 80.0

女性50代 *18  -  - 11.5 7.7  - 19.2 73.1

首都圏・関西圏 118 4.0 7.4 17.7 8.4 5.4 12.1 65.4

その他 118 6.1 5.1 13.9 6.6 4.5 18.3 60.2

運動 １年以内実施あり 202 5.9 7.3 18.5 8.0 5.7 13.5 61.1

F+W活動 いずれか認知 237 5.1 6.2 15.8 7.5 4.9 15.2 62.8

行動変化 *23 51.4 63.3 32.7 23.6 14.8 14.6  -

意識変化 75 9.1 9.4 49.6 23.5 15.4 47.7  -

変化なし 149  -  -  -  -  -  - 100.0

意識変化

【事後調査】全体

性年代

居住地

F+W

態度変容

行動変化

性別

0%

20%

40%

60%

80%

【 事後調査】 全体

いずれか認知

男性

女性

全体+ 10pt以上

全体+ 5pt以上

全体-5pt以上

全体-10pt以上
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9. ウォーキング促進施策案の検討（事前調査の自由回答） 

どのような取組や環境があれば、歩きたくなると思いますか、という質問に対し「ポイント・値引の

特典」「ご褒美／景品／何かもらえる」といった回答が上位となった。 

 

 

※自由回答欄原文ママ表記 

順位 項目 n

1 ポイント・値引の特典 74
2 ご褒美／景品／何かもらえる 68
3 ウォーキング用道路・遊歩道・散歩道／安全な・歩きやすい環境 63
4 時間・仕事にゆとりができれば 60
5 お金がもらえる 35
6 景色・街並みが良い場所 34
7 複数名・みんなで参加できる 30
8 イベント／大会の開催 24
8 自然・緑・四季を感じられる場所 24
10 お洒落な靴・服装の開発／脱スーツ／適した服装で歩ける 21
11 暖かい／温暖な気候 20
11 楽しくなれること／面白い所がある 20
13 太った・病気になったとき／ダイエット・健康になる 18
14 人との出会い・繋がりがある 17
14 ある方・効果のレクチャー／説明／見える化 17
16 会社・組織の推奨／企画 15
16 目的がある／歩いた先でお茶や食事ができる 15
16 自分の意思・意識次第／やる気になる何か 15
19 スタンプラリー 14
19 近隣施設の充実（ジム・大きな公園など） 14
21 お金がかからない／施設が安くなる 12
21 天気が良い日 12
21 歩かざるを得ないとき／交通機関の麻痺／医者の指示 12
24 観光・名所巡り 10
25 空気が良い／排気ガスが少ない 8
26 アプリとの連動 7
26 子どもと参加できる 7
28 ゲーム・アニメとの連動 6
28 記録・ログが残る／達成感がある 6

その他 108
特になし 183

【ポイント・値引の特典】
アプリと連動して、歩けば歩くほどポイントが貯まる機能があればよい。

チェックポイントに行くとポイントがもらえる

吉野家等が実施しているような方法で歩数によってクーポン券が貰えるサービス

保険料の減額

歩く度にポイントたまり何かと交換出来たりするとモチベーション保てる

【ご褒美／景品／何かもらえる】
何本歩けばなにかをくれるなどご褒美があれば続きやすい

検診の数値が改善したら何らかの恩恵を付与される

自分にとって良い事が起きる、みたいな取組があれば嬉しくなって歩くかなと思う。

歩数や日数によってランクが定められ、提携している企業から優待サービスやグッズがもらえる

目的地に着くと特典がもらえるなと、歩く意欲が湧いてくるイベント、特典

【ウォーキング用道路・遊歩道・散歩道／安全な・歩きやすい環境】
ウォーキングやランニング専用道路があれば

安全な散策コース。車や自転車が入らないことが重要。

家のまわりはトラックの走る危険な道路が多いので、歩きやすい安全な舗道があると良いと思う

身近にウォーキング専用のコースがあれば、歩きたくなる。

夜中でも安心してウォーキングができる環境

【時間・仕事にゆとりができれば】
スーツでの通勤をやめて、勤務時間が短くなれば歩く時間はとれると思う。

ブラックフライデーのような、仕事を短縮して歩く時間を確保するというような国レベルの政策。

自分の時間が確保でき、ゆとりが出来たら

職場から歩く日と決めて、出勤時間を遅めにするなどがあれば、歩いて出勤などがしやすくなると思う

歩いていて楽しくなるような道、歩く時間が取れるような仕事が早く終われる日をとれること

【お金がもらえる】
金銭的なインセンティブ

歩いても交通費が出る、歩いて来ても天気が悪かったら車で来れる、歩くことでご褒美がある

歩きやすい靴の購入補助

歩くほどに預金残高が増えること

歩くとポイントが貯まって換金や商品と交換できるようになる
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10. 健康促進イベントの実施有無 

あなたの働いている会社では、従業員の運動・スポーツ実施を促進するための取組を行っていますか。

実施している会社にお勤めの方は、具体的な内容もあわせてお答えください、という質問に対し、 

実施している、と回答した人の割合は事前調査では全体で 5.6％、事後調査では 6.2％、FUN+WALK 

PROJECT認知者では 10.5％であった。FUN+WALK PROJECT による意識変容者では 15.7％と比

較的高めであった。 

 

             【事前調査】            【事後調査】  

            

※F+W意識変容者＝⑧で FUN+WALK PROJECTの取組により、意識変化を起こした人 

※F+W＝FUN+WALK PROJECT の略称 

※いずれか認知＝F+Wの取組及び広報物のいずれかを認知している回答者 

 

 

 

 

  

ｎ （％） ｎ （％）

824 824 

男性 517 517 

女性 307 307 

男性20代 82 82 

男性30代 135 135 

男性40代 164 164 

男性50代 137 137 

女性20代 68 68 

女性30代 77 77 

女性40代 88 88 

女性50代 73 73 

首都圏・関西圏 414 406 

その他 410 418 

運動 １年以内実施あり 599 632 

F+W

活動
いずれか認知 - 237 

行動変化 - *23 

意識変化 - 75 

変化なし - 149 

居住地

F+W

態度

変容

全体

性年代

性別

5.6

6.0

4.9

11.7

2.9

5.8

5.8

6.8

6.8

1.9

4.9

4.7

6.5

7.3

94.4

94.0

95.1

88.3

97.1

94.2

94.2

93.2

93.2

98.1

95.1

95.3

93.5

92.7

実施している 実施していない

6.2

7.8

3.4

7.8

9.7

8.7

4.9

3.9

4.9

3.9

1.0

5.9

6.4

7.2

10.5

37.0

15.7

6.0

93.8

92.2

96.6

92.2

90.3

91.3

95.1

96.1

95.1

96.1

99.0

94.1

93.6

92.8

89.5

63.0

84.3

94.0

実施している 実施していない
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11. 健康促進イベントの実施内容（事後調査） 

10.で「実施している」と回答した人に、働いている会社での具体的な健康増進イベントについてた

ずねたところ、福利厚生であるスポーツジムなどの補助金や、社長からの金一封など、金銭的なサポ

ートに伴う参加が多くみられた。また、会社として「歩くこと」を推奨しているケースも散見された。 

 

 

 

  

回答内容 性年代 回答内容 性年代 回答内容 性年代

・ 1日6000歩のウォーキングを推奨 男性／30-39才 ・ ダイエット企画で期限を決めて目標体重を達成すれば社長から金一封が出る 女性／20-29才 ・ 自転車通勤 男性／50-59才

・ あるくとというアプリ活用 女性／30-39才 ・ トレーニングジムの割引券 男性／30-39才 ・ 主人の会社の物のキャンペーンに参加している 女性／50-59才

・ あるけあるけ運動 男性／30-39才 ・ フットサル 男性／30-39才 ・ 職場の体操 男性／50-59才

・ ウォーキング 男性／40-49才 ・ フットサルチームがある 男性／30-39才 ・ 職場対抗の歩け歩け活動なと 男性／50-59才

・ ウォーキング 男性／40-49才 ・ フットサルなどのコート代補助金でる、社員のコミュニケーションアップなどの意図 女性／30-39才 ・ 設備がある 女性／30-39才

・ ウォーキングのイベントを実施している 女性／30-39才 ・ フットサル大会 男性／40-49才 ・ 組合の球技大会 男性／20-29才

・ ウォーキングポイント制度 女性／20-29才 ・ ボウリング、フットサル 男性／40-49才 ・ 組織単位で歩数を競う 女性／40-49才

・ ウォーキングラリー 男性／40-49才 ・ ボーリング大会 女性／30-39才 ・ 早く帰る 男性／40-49才

・ ウォークビズ 男性／20-29才 ・ ボーリング大会 男性／40-49才 ・ 早朝にラジオ体操する 女性／40-49才

・ エレベーターの使用制限 女性／20-29才 ・ マラソン 女性／40-49才 ・ 体操 男性／50-59才

・ グラフ活動補助 男性／30-39才 ・ マラソン 男性／20-29才 ・ 定期的な公園の清掃活動 男性／50-59才

・ ゴルフクラブ 男性／40-49才 ・ マラソン等のスポンサーになったり、会社が主催する体育大会がある 男性／30-39才 ・ 定例ラン 男性／20-29才

・ ゴルフコンペ 女性／20-29才 ・ メタボ診断が出ると、スポーツクラブ費補助 女性／40-49才 ・ 徒歩通勤、運動部 女性／20-29才

・ サークル活動にたいしての補助 男性／20-29才 ・ ラジオ体操 男性／40-49才 ・ 同好会があり、個人に補助金がでる 女性／50-59才

・ サイクリング 女性／30-39才 ・ ラジオ体操 男性／20-29才 ・ 同好会制度 女性／30-39才

・ サッカーやフットサル大会の実施。 男性／30-39才 ・ ラジオ体操 男性／20-29才 ・ 年一回のボーリング大会 女性／50-59才

・ サッカー大会 女性／50-59才 ・ ラジオ体操 男性／50-59才 ・ 費用援助 男性／50-59才

・ ジムの割り引き制度 女性／40-49才 ・ ラジオ体操 女性／30-39才 ・ 部活活動柔道、居合い、空手、合気道 男性／40-49才

・ ジムの福利厚生 女性／20-29才 ・ ランニング、ヨガ 女性／20-29才 ・ 部活動 男性／20-29才

・ ジムを低価格で利用できる 女性／20-29才 ・ ランニングマシン 男性／20-29才 ・ 保険組合の企画でウォーキングイベントに参加しています 男性／20-29才

・ ジム年会費の補助 女性／20-29才 ・ レクリエーションによる球技大会 男性／20-29才 ・ 歩いて帰ろう運動 男性／20-29才

・ ストレッチ 男性／30-39才 ・ レクレーション 男性／50-59才 ・ 歩活 男性／20-29才

・ スポーツクラブがある 男性／30-39才 ・ 運動教室の開催 女性／30-39才 ・ 歩数によるキャンペーン 男性／30-39才

・ ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞの会費の援助 女性／50-59才 ・ 運動週間 男性／20-29才 ・ 歩数計配布 男性／40-49才

・ スポーツクラブの割引。 女性／30-39才 ・ 会社ではないが、健康保険組合が年１回健康キャンペーンを行なっている 男性／50-59才 ・ 補助金 男性／20-29才

・ スポーツクラブ補助 男性／50-59才 ・ 各種スポーツ大会 男性／30-39才 ・ 毎年運動会とかはある 女性／20-29才

・ スポーツジムの優待 女性／30-39才 ・ 簡単なジムがある 男性／40-49才 ・ 万歩計でどれだけ歩いているか、取り組んでいる。 女性／40-49才

・ スポーツを実施する場所の提供 男性／40-49才 ・ 協会のイベント案内、参加 男性／40-49才 ・ 万歩計の数字によってギフトカードがもらえる 女性／30-39才

・ スポーツ大会 男性／20-29才 ・ 健康増進活動 男性／50-59才 ・ 万歩計を配って、目標歩数に達したら景品プレゼント 男性／30-39才

・ ソフトボール大会 男性／40-49才 ・ 仕事前の体操 女性／50-59才 ・ 野球チームがある 男性／20-29才

・ ソフトボール大会 男性／20-29才 ・ 始業前にラジオ体操を実施している 女性／20-29才 ・ 野球部がある 男性／20-29才

回答内容 性年代 回答内容 性年代 回答内容 性年代

・ 1日6000歩のウォーキングを推奨 男性／30-39才 ・ ダイエット企画で期限を決めて目標体重を達成すれば社長から金一封が出る 女性／20-29才 ・ 自転車通勤 男性／50-59才

・ あるくとというアプリ活用 女性／30-39才 ・ トレーニングジムの割引券 男性／30-39才 ・ 主人の会社の物のキャンペーンに参加している 女性／50-59才

・ あるけあるけ運動 男性／30-39才 ・ フットサル 男性／30-39才 ・ 職場の体操 男性／50-59才

・ ウォーキング 男性／40-49才 ・ フットサルチームがある 男性／30-39才 ・ 職場対抗の歩け歩け活動なと 男性／50-59才

・ ウォーキング 男性／40-49才 ・ フットサルなどのコート代補助金でる、社員のコミュニケーションアップなどの意図 女性／30-39才 ・ 設備がある 女性／30-39才

・ ウォーキングのイベントを実施している 女性／30-39才 ・ フットサル大会 男性／40-49才 ・ 組合の球技大会 男性／20-29才

・ ウォーキングポイント制度 女性／20-29才 ・ ボウリング、フットサル 男性／40-49才 ・ 組織単位で歩数を競う 女性／40-49才

・ ウォーキングラリー 男性／40-49才 ・ ボーリング大会 女性／30-39才 ・ 早く帰る 男性／40-49才

・ ウォークビズ 男性／20-29才 ・ ボーリング大会 男性／40-49才 ・ 早朝にラジオ体操する 女性／40-49才

・ エレベーターの使用制限 女性／20-29才 ・ マラソン 女性／40-49才 ・ 体操 男性／50-59才

・ グラフ活動補助 男性／30-39才 ・ マラソン 男性／20-29才 ・ 定期的な公園の清掃活動 男性／50-59才

・ ゴルフクラブ 男性／40-49才 ・ マラソン等のスポンサーになったり、会社が主催する体育大会がある 男性／30-39才 ・ 定例ラン 男性／20-29才

・ ゴルフコンペ 女性／20-29才 ・ メタボ診断が出ると、スポーツクラブ費補助 女性／40-49才 ・ 徒歩通勤、運動部 女性／20-29才

・ サークル活動にたいしての補助 男性／20-29才 ・ ラジオ体操 男性／40-49才 ・ 同好会があり、個人に補助金がでる 女性／50-59才

・ サイクリング 女性／30-39才 ・ ラジオ体操 男性／20-29才 ・ 同好会制度 女性／30-39才

・ サッカーやフットサル大会の実施。 男性／30-39才 ・ ラジオ体操 男性／20-29才 ・ 年一回のボーリング大会 女性／50-59才

・ サッカー大会 女性／50-59才 ・ ラジオ体操 男性／50-59才 ・ 費用援助 男性／50-59才

・ ジムの割り引き制度 女性／40-49才 ・ ラジオ体操 女性／30-39才 ・ 部活活動柔道、居合い、空手、合気道 男性／40-49才

・ ジムの福利厚生 女性／20-29才 ・ ランニング、ヨガ 女性／20-29才 ・ 部活動 男性／20-29才

・ ジムを低価格で利用できる 女性／20-29才 ・ ランニングマシン 男性／20-29才 ・ 保険組合の企画でウォーキングイベントに参加しています 男性／20-29才

・ ジム年会費の補助 女性／20-29才 ・ レクリエーションによる球技大会 男性／20-29才 ・ 歩いて帰ろう運動 男性／20-29才

・ ストレッチ 男性／30-39才 ・ レクレーション 男性／50-59才 ・ 歩活 男性／20-29才

・ スポーツクラブがある 男性／30-39才 ・ 運動教室の開催 女性／30-39才 ・ 歩数によるキャンペーン 男性／30-39才

・ ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞの会費の援助 女性／50-59才 ・ 運動週間 男性／20-29才 ・ 歩数計配布 男性／40-49才

・ スポーツクラブの割引。 女性／30-39才 ・ 会社ではないが、健康保険組合が年１回健康キャンペーンを行なっている 男性／50-59才 ・ 補助金 男性／20-29才

・ スポーツクラブ補助 男性／50-59才 ・ 各種スポーツ大会 男性／30-39才 ・ 毎年運動会とかはある 女性／20-29才

・ スポーツジムの優待 女性／30-39才 ・ 簡単なジムがある 男性／40-49才 ・ 万歩計でどれだけ歩いているか、取り組んでいる。 女性／40-49才

・ スポーツを実施する場所の提供 男性／40-49才 ・ 協会のイベント案内、参加 男性／40-49才 ・ 万歩計の数字によってギフトカードがもらえる 女性／30-39才

・ スポーツ大会 男性／20-29才 ・ 健康増進活動 男性／50-59才 ・ 万歩計を配って、目標歩数に達したら景品プレゼント 男性／30-39才

・ ソフトボール大会 男性／40-49才 ・ 仕事前の体操 女性／50-59才 ・ 野球チームがある 男性／20-29才

・ ソフトボール大会 男性／20-29才 ・ 始業前にラジオ体操を実施している 女性／20-29才 ・ 野球部がある 男性／20-29才

回答内容 性年代 回答内容 性年代 回答内容 性年代

・ 1日6000歩のウォーキングを推奨 男性／30-39才 ・ ダイエット企画で期限を決めて目標体重を達成すれば社長から金一封が出る 女性／20-29才 ・ 自転車通勤 男性／50-59才

・ あるくとというアプリ活用 女性／30-39才 ・ トレーニングジムの割引券 男性／30-39才 ・ 主人の会社の物のキャンペーンに参加している 女性／50-59才

・ あるけあるけ運動 男性／30-39才 ・ フットサル 男性／30-39才 ・ 職場の体操 男性／50-59才

・ ウォーキング 男性／40-49才 ・ フットサルチームがある 男性／30-39才 ・ 職場対抗の歩け歩け活動なと 男性／50-59才

・ ウォーキング 男性／40-49才 ・ フットサルなどのコート代補助金でる、社員のコミュニケーションアップなどの意図 女性／30-39才 ・ 設備がある 女性／30-39才

・ ウォーキングのイベントを実施している 女性／30-39才 ・ フットサル大会 男性／40-49才 ・ 組合の球技大会 男性／20-29才

・ ウォーキングポイント制度 女性／20-29才 ・ ボウリング、フットサル 男性／40-49才 ・ 組織単位で歩数を競う 女性／40-49才

・ ウォーキングラリー 男性／40-49才 ・ ボーリング大会 女性／30-39才 ・ 早く帰る 男性／40-49才

・ ウォークビズ 男性／20-29才 ・ ボーリング大会 男性／40-49才 ・ 早朝にラジオ体操する 女性／40-49才

・ エレベーターの使用制限 女性／20-29才 ・ マラソン 女性／40-49才 ・ 体操 男性／50-59才

・ グラフ活動補助 男性／30-39才 ・ マラソン 男性／20-29才 ・ 定期的な公園の清掃活動 男性／50-59才

・ ゴルフクラブ 男性／40-49才 ・ マラソン等のスポンサーになったり、会社が主催する体育大会がある 男性／30-39才 ・ 定例ラン 男性／20-29才

・ ゴルフコンペ 女性／20-29才 ・ メタボ診断が出ると、スポーツクラブ費補助 女性／40-49才 ・ 徒歩通勤、運動部 女性／20-29才

・ サークル活動にたいしての補助 男性／20-29才 ・ ラジオ体操 男性／40-49才 ・ 同好会があり、個人に補助金がでる 女性／50-59才

・ サイクリング 女性／30-39才 ・ ラジオ体操 男性／20-29才 ・ 同好会制度 女性／30-39才

・ サッカーやフットサル大会の実施。 男性／30-39才 ・ ラジオ体操 男性／20-29才 ・ 年一回のボーリング大会 女性／50-59才

・ サッカー大会 女性／50-59才 ・ ラジオ体操 男性／50-59才 ・ 費用援助 男性／50-59才

・ ジムの割り引き制度 女性／40-49才 ・ ラジオ体操 女性／30-39才 ・ 部活活動柔道、居合い、空手、合気道 男性／40-49才

・ ジムの福利厚生 女性／20-29才 ・ ランニング、ヨガ 女性／20-29才 ・ 部活動 男性／20-29才

・ ジムを低価格で利用できる 女性／20-29才 ・ ランニングマシン 男性／20-29才 ・ 保険組合の企画でウォーキングイベントに参加しています 男性／20-29才

・ ジム年会費の補助 女性／20-29才 ・ レクリエーションによる球技大会 男性／20-29才 ・ 歩いて帰ろう運動 男性／20-29才

・ ストレッチ 男性／30-39才 ・ レクレーション 男性／50-59才 ・ 歩活 男性／20-29才

・ スポーツクラブがある 男性／30-39才 ・ 運動教室の開催 女性／30-39才 ・ 歩数によるキャンペーン 男性／30-39才

・ ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞの会費の援助 女性／50-59才 ・ 運動週間 男性／20-29才 ・ 歩数計配布 男性／40-49才

・ スポーツクラブの割引。 女性／30-39才 ・ 会社ではないが、健康保険組合が年１回健康キャンペーンを行なっている 男性／50-59才 ・ 補助金 男性／20-29才

・ スポーツクラブ補助 男性／50-59才 ・ 各種スポーツ大会 男性／30-39才 ・ 毎年運動会とかはある 女性／20-29才

・ スポーツジムの優待 女性／30-39才 ・ 簡単なジムがある 男性／40-49才 ・ 万歩計でどれだけ歩いているか、取り組んでいる。 女性／40-49才

・ スポーツを実施する場所の提供 男性／40-49才 ・ 協会のイベント案内、参加 男性／40-49才 ・ 万歩計の数字によってギフトカードがもらえる 女性／30-39才

・ スポーツ大会 男性／20-29才 ・ 健康増進活動 男性／50-59才 ・ 万歩計を配って、目標歩数に達したら景品プレゼント 男性／30-39才

・ ソフトボール大会 男性／40-49才 ・ 仕事前の体操 女性／50-59才 ・ 野球チームがある 男性／20-29才

・ ソフトボール大会 男性／20-29才 ・ 始業前にラジオ体操を実施している 女性／20-29才 ・ 野球部がある 男性／20-29才
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12. 健康状態  

あなたは、このところ健康だと思いますか、という質問に対して、事後調査では全体で 80.5％が「健

康である」もしくは「どちらかといえば健康である」と回答し、事前調査、事後調査で大きな差は見

られなかった。また、男性 20代では事前調査、事後調査ともに、「健康である」もしくは「どちらか

といえば健康である」と回答した人の割合は比較的高い傾向にあった。 

 

             【事前調査】            【事後調査】  

            

※注 4＝「健康である」「どちらかといえば健康である」の回答者 

※F+W＝FUN+WALK PROJECT の略称 

 

 

 

 

  

ｎ （％）

Top2

B ox

(% ) ｎ （％）

Top2

B ox

(% )

824 79.6 824 80.5

男性 517 80.3 517 78.4

女性 307 78.4 307 84.2

男性20代 82 88.3 82 86.4

男性30代 135 78.6 135 87.4

男性40代 164 81.6 164 74.8

男性50代 137 75.7 137 68.9

女性20代 68 79.6 68 86.4

女性30代 77 79.6 77 88.3

女性40代 88 78.6 88 83.5

女性50代 73 75.7 73 78.6

首都圏・関西圏 414 78.8 406 81.3

その他 410 80.5 418 79.8

運動 １年以内実施あり 599 82.6 632 83.6
F+W

活動
いずれか認知 -  - 237 79.7

行動変化 -  - *23 73.3

意識変化 -  - 75 83.9

変化なし -  - 149 78.3

居住地

F+W

態度

変容

全体

性年代

性別

26.7

27.9

24.7

36.9

26.2

26.2

26.2

28.2

27.2

20.4

24.3

27.8

25.6

29.1

52.9

52.4

53.7

51.5

52.4

55.3

49.5

51.5

52.4

58.3

51.5

50.9

54.9

53.5

14.3

14.0

14.7

6.8

16.5

12.6

17.5

14.6

15.5

12.6

16.5

14.4

14.2

13.8

4.5

3.8

5.7

2.9

2.9

4.9

3.9

3.9

4.9

6.8

6.8

4.8

4.2

2.2

1.6

1.9

1.2

1.9

1.9

1.0

2.9

1.9

0.0

1.9

1.0

2.1

1.2

1.4

健康である どちらか

といえば

健康である

どちらか

といえば

健康でない

健康でない わからない

全体+ 10pt以上

全体+ 5pt以上

全体-5pt以上

全体-10pt以上

28.9

30.5

26.2

43.7

35.9

27.2

21.4

42.7

29.1

20.4

14.6

29.9

27.9

32.9

27.3

39.5

29.1

25.0

51.6

47.8

58.0

42.7

51.5

47.6

47.6

43.7

59.2

63.1

64.1

51.4

51.8

50.7

52.4

33.8

54.8

53.3

14.5

16.2

11.7

6.8

10.7

19.4

23.3

9.7

6.8

12.6

17.5

13.7

15.3

13.4

15.0

21.0

12.4

15.3

3.2

3.7

2.3

2.9

1.9

3.9

5.8

2.9

1.9

3.9

0.0

3.9

2.5

2.4

3.6

5.7

2.7

4.4

1.8

1.7

1.9

3.9

0.0

1.9

1.9

1.0

2.9

0.0

3.9

1.1

2.4

0.6

1.6

0.0

0.9

2.1

健康である どちらか

といえば

健康である

どちらか

といえば

健康でない

健康でない わからない注4

(%)

注4

(%)
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13. 普段の歩数  

あなたは普段、1日あたり平均してどのくらい歩いていますか（1,000歩＝10分としてお考えくださ

い）、という質問に対し、1 日の平均歩数が「8,000 歩以上」の人は事前調査の全体で 18.0％に対し、

事後調査の全体では 17.7％と大きな変動はなかった。首都圏・関西圏の居住者の「8,000歩以上」と

回答した人の割合は 23.3％で、地方の 12.2％に比べて高かった。FUN+WALK PROJECTによる意

識変容者の「8,000歩以上」と回答した人は 25.9％と全体比で高めであった。 

 

※F+W＝FUN+WALK PROJECT の略称 

※いずれか認知＝F+Wの取組及び広報物のいずれかを認知している回答者 

 

 

 

  

ｎ

2,000歩未満 2,000歩～

4,000歩未満

4,000歩～

6,000歩未満

6,000歩～

8,000歩未満

8,000歩～

10,000歩未満

10,000歩～

12,000歩未満

12,000歩以上 わからない 8,000歩

未満

8,000歩

以上

824 18.7 19.5 16.6 13.3 8.3 4.2 5.2 14.2 68.1 17.7

男性 517 16.0 18.3 16.4 14.4 10.2 5.6 6.5 12.5 65.3 22.3

女性 307 23.2 21.5 17.0 11.3 5.2 1.7 3.1 17.0 73.0 10.0

男性20代 82 6.8 20.4 18.4 14.6 9.7 3.9 9.7 16.5 60.2 23.3

男性30代 135 15.5 17.5 21.4 10.7 7.8 11.7 2.9 12.6 65.0 22.3

男性40代 164 17.5 15.5 14.6 16.5 13.6 2.9 6.8 12.6 64.1 23.3

男性50代 137 20.4 21.4 12.6 15.5 8.7 3.9 7.8 9.7 69.9 20.4

女性20代 68 22.3 24.3 14.6 11.7 5.8 1.9 2.9 16.5 72.8 10.7

女性30代 77 29.1 22.3 10.7 11.7 4.9 1.9 1.9 17.5 73.8 8.7

女性40代 88 15.5 20.4 17.5 13.6 6.8 1.9 6.8 17.5 67.0 15.5

女性50代 73 27.2 19.4 25.2 7.8 2.9 1.0  - 16.5 79.6 3.9

首都圏・関西圏 406 14.4 17.3 16.7 15.2 11.7 5.5 6.1 12.9 63.7 23.3

その他 418 22.9 21.7 16.6 11.3 5.0 2.8 4.4 15.3 72.4 12.2

運動 １年以内実施あり 632 16.7 21.0 17.0 14.2 9.6 4.3 4.9 12.2 69.0 18.8

F+W活動 いずれか認知 237 15.1 24.1 17.6 13.6 9.5 7.4 5.2 7.6 70.3 22.1

行動変化 *23 5.7 16.5 29.5 19.1 6.6 17.0 5.7  - 70.7 29.3

意識変化 75 11.6 21.4 20.7 17.6 8.8 12.2 4.9 2.8 71.3 25.9

変化なし 149 17.3 25.5 15.2 10.8 10.1 4.7 5.8 10.7 68.7 20.6

824 20.6 20.9 16.5 11.7 10.2 5.0 2.9 12.3 69.7 18.0

【事後調査】全体

性年代

居住地

F+W

態度変容

【事前調査】全体

性別

0%

10%

20%

30%【 事前調査】 全体

【 事後調査】 全体

いずれか認知

行動変化

意識変化

変化なし

男性

女性

全体+ 10pt以上

全体+ 5pt以上

全体-5pt以上

全体-10pt以上
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14. 運動不足実感 

あなたは普段、運動不足を感じますか、という質問に対し、「大いに感じる」または「ある程度感じ

る」と回答した人の割合は、事前調査で 84.1％、事後調査では 85.3％であった。事前調査、事後調

査ともに女性 20-30代は 90％割以上が「大いに感じる」または「ある程度感じる」と回答しており、

全体比で高めであった。 

 

             【事前調査】            【事後調査】  

            

 

※注５＝「大いに感じる」「ある程度感じる」の回答者 

※F+W＝FUN+WALK PROJECT の略称 

※いずれか認知＝F+Wの取組及び広報物のいずれかを認知している回答者 

 

 

  

ｎ （％）

Top2

B ox

(% ) ｎ （％）

Top2

B ox

(% )

824 84.1 824 85.3

男性 517 81.0 517 83.2

女性 307 89.2 307 88.9

男性20代 82 75.7 82 68.9

男性30代 135 85.4 135 84.5

男性40代 164 84.5 164 88.3

男性50代 137 75.7 137 84.5

女性20代 68 91.3 68 91.3

女性30代 77 92.2 77 95.1

女性40代 88 87.4 88 84.5

女性50代 73 86.4 73 85.4

首都圏・関西圏 414 82.4 406 82.7

その他 410 85.8 418 87.9

運動 １年以内実施あり 599 82.3 632 84.9
F+W

活動
いずれか認知 -  - 237 83.8

行動変化 -  - *23 100.0

意識変化 -  - 75 82.7

変化なし -  - 149 82.9

居住地

F+W

態度

変容

全体

性年代

性別

47.4

44.3

52.7

33.0

53.4

44.7

41.7

53.4

60.2

51.5

45.6

45.7

49.2

41.1

36.6

36.7

36.5

42.7

32.0

39.8

34.0

37.9

32.0

35.9

40.8

36.7

36.6

41.2

10.8

13.8

5.9

18.4

9.7

11.7

17.5

3.9

4.9

6.8

7.8

12.9

8.7

12.5

3.9

4.1

3.6

3.9

3.9

2.9

5.8

4.9

1.9

3.9

3.9

3.6

4.2

4.6

1.2

1.1

1.3

1.9

1.0

1.0

1.0

0.0

1.0

1.9

1.9

1.1

1.3

0.6

大いに

感じる

ある程度

感じる

あまり

感じない

ほとんど

（ 全く ）

感じない

わからない

全体+ 10pt以上

全体+ 5pt以上

全体-5pt以上

全体-10pt以上

44.2

43.2

46.0

28.2

41.7

46.6

49.5

40.8

53.4

40.8

49.5

41.3

47.0

41.8

38.7

46.5

37.0

38.8

41.1

40.1

42.9

40.8

42.7

41.7

35.0

50.5

41.7

43.7

35.9

41.4

40.8

43.1

45.1

53.5

45.7

44.1

9.8

11.1

7.6

21.4

10.7

6.8

10.7

4.9

2.9

9.7

12.6

11.0

8.7

10.6

10.5

0.0

11.6

10.9

3.9

4.7

2.5

7.8

4.9

2.9

4.9

2.9

1.0

4.9

1.0

5.1

2.7

4.2

4.7

0.0

5.8

4.6

0.9

0.9

1.0

1.9

0.0

1.9

0.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.1

0.8

0.2

1.0

0.0

0.0

1.5

大いに

感じる

ある程度

感じる

あまり

感じない

ほとんど

（ 全く ）

感じない

わからない
注5

(%)

注5

(%)



34 

 

15. 直近 1年に実施した運動 

この 1年間に実施した運動・スポーツをすべてお答えください（職業として実施したものは除いてお

考えください）、という質問に対し、いずれかの運動・スポーツあり、と回答した人の割合は事前調

査の全体で 72.7％、事後調査では 76.8％と微増していた。性年代別では男性が女性と比べて各年代

とも実施率が高かった。FUN+WALK PROJECT 認知者では 85.5％がいずれかの運動・スポーツを

したと回答しており、全体と比べて高かった。 

 

             【事前調査】            【事後調査】        

 

※F+W＝FUN+WALK PROJECT の略称 

※いずれか認知＝F+Wの取組及び広報物のいずれかを認知している回答者 

 

  

ｎ （％） ｎ （％）

824 824 

男性 517 517 

女性 307 307 

男性20代 82 82 

男性30代 135 135 

男性40代 164 164 

男性50代 137 137 

女性20代 68 68 

女性30代 77 77 

女性40代 88 88 

女性50代 73 73 

首都圏・関西圏 414 406 

その他 410 418 

運動 １年以内実施あり 599 632 

F+W

活動
いずれか認知 - 237 

行動変化 - *23 

意識変化 - 75 

変化なし - 149 

居住地

F+W

態度

変容

全体

性年代

性別

72.7

76.0

67.0

84.5

76.7

73.8

72.8

77.7

68.9

62.1

61.2

74.0

71.3

100.0

23.3

20.5

28.0

10.7

20.4

23.3

23.3

20.4

24.3

32.0

34.0

21.4

25.2

0.0

4.0

3.5

5.0

4.9

2.9

2.9

3.9

1.9

6.8

5.8

4.9

4.6

3.5

0.0

いずれか運動・

スポーツあり

運動やスポーツ

はしなかった

わからない

全体+ 10pt以上

全体+ 5pt以上

全体-5pt以上

全体-10pt以上

76.8

77.6

75.3

75.7

87.4

77.7

68.9

82.5

78.6

78.6

61.2

79.4

74.2

100.0

85.5

100.0

87.4

83.2

17.8

16.6

19.8

16.5

7.8

18.4

23.3

11.7

17.5

19.4

30.1

17.2

18.4

0.0

9.1

0.0

9.8

9.5

5.5

5.8

4.9

7.8

4.9

3.9

7.8

5.8

3.9

1.9

8.7

3.5

7.4

0.0

5.5

0.0

2.8

7.3

いずれか運動・

スポーツあり

運動やスポーツ

はしなかった

わからない
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16. 直近 1年間の運動実施頻度 ※１年以内運動ありベース 

この 1年間に運動やスポーツを実施した日数を全部合わせると、何日くらいになりますか、という質

問に対し、事後調査における年間の平均運動日数は「87.9日」であった。男性 50代は「週に 5日以

上」と回答した人が最も多く、平均も「110.0日」と高かった。FUN+WALK PROJECTいずれか認

知者は平均「94.3日」と全体比で若干高めであった。 

 

※F+W＝FUN+WALK PROJECT の略称 

※いずれか認知＝F+Wの取組及び広報物のいずれかを認知している回答者 

 

 

  

ｎ

週に5日以上

（年251日以

上）

週に3日以上

（年151日～

250日）

週に2日以上

（年101日～

150日）

週に1日以上

（年51日～100

日）

月に1～3日

（年12日～50

日）

3か月に1～2日

（年4日～11

日）

年に1～3日 わからない

(251) (200) (125) (75) (31) (8) (2) -

632 10.0 9.4 14.0 18.7 21.0 14.0 7.4 5.6 87.9 1.7

男性 402 11.4 9.6 14.9 19.9 21.0 12.6 6.5 4.1 92.7 1.8

女性 231 7.5 9.1 12.3 16.6 21.1 16.3 9.0 8.2 79.2 1.5

男性20代 62 9.0 12.8 16.7 16.7 21.8 11.5 5.1 6.4 95.3 1.8

男性30代 118 10.0 7.8 16.7 20.0 22.2 14.4 4.4 4.4 88.5 1.7

男性40代 127 8.8 6.3 16.3 23.8 22.5 12.5 7.5 2.5 82.7 1.6

男性50代 94 18.3 14.1 9.9 16.9 16.9 11.3 8.5 4.2 110.0 2.1

女性20代 56 3.5 10.6 12.9 18.8 24.7 11.8 11.8 5.9 73.4 1.4

女性30代 60 11.1 12.3 12.3 9.9 19.8 18.5 8.6 7.4 89.8 1.7

女性40代 69 6.2 4.9 12.3 16.0 18.5 23.5 8.6 9.9 67.1 1.3

女性50代 45 9.5 9.5 11.1 23.8 22.2 7.9 6.3 9.5 91.0 1.7

首都圏・関西圏 322 10.1 8.4 15.9 19.1 20.3 14.1 7.7 4.4 87.8 1.7

その他 310 9.8 10.5 11.9 18.3 21.8 13.8 7.0 6.8 88.1 1.7

運動 １年以内実施あり 632 10.0 9.4 14.0 18.7 21.0 14.0 7.4 5.6 87.9 1.7

F+W活動 いずれか認知 202 7.4 14.9 16.0 22.2 19.3 11.6 6.0 2.6 94.3 1.8

行動変化 *23 14.7 34.1 24.7 20.2 6.3  -  -  - 153.1 2.9

意識変化 66 8.0 14.2 20.0 25.4 21.3 6.7 2.2 2.2 101.9 2.0

変化なし 124 7.1 12.1 12.2 21.8 19.7 15.4 8.6 3.1 83.6 1.6

599 7.4 11.5 11.5 18.0 23.4 15.4 7.6 5.3 82.2 1.6

F+W

態度変容

【事前調査】全体

加重値→

平均

※週換算

（日）

平均

※年換算

（日）

【事後調査】全体

性年代

居住地

性別

0%

10%

20%

30%

40%【 事前調査】 全体

【 事後調査】 全体

いずれか認知

行動変化

意識変化

変化なし

男性

女性

全体+ 10pt以上

全体+ 5pt以上

全体-5pt以上

全体-10pt以上
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17. 直近 1年間の運動実施目的（複数回答） ※１年以内運動ありベース 

この 1年間に、あなたが運動やスポーツを実施したのはどのような理由からですか、という質問に対

し、この 1 年間に運動やスポーツを実施した人の運動実施の目的は、全体で「健康のため」「運動不

足を感じるから」が上位であった。「楽しみ、気晴らしとして」と回答した人の割合は事前調査で 41.8％、

事後調査で 41.6％だった。女性 30 代は「運動不足」「肥満解消」「美容」、女性 50 代は「健康」「体

力増進」がそれぞれ高いほか、複数の目的をもって取り組んでいる様子がうかがえた。 

 

※F+W＝FUN+WALK PROJECT の略称 

※いずれか認知＝F+Wの取組及び広報物のいずれかを認知している回答者 

 

 

 

  

ｎ

健康のた

め

運動不足

を感じる

から

体力増

進・維持

のため

肥満解

消、ダイ

エットの

ため

楽しみ、

気晴らし

として

筋力増

進・維持

のため

友人・仲

間の交流

として

家族や友

人などか

らの誘わ

れたため

美容のた

め

家族のふ

れあいと

して

自己の記

録や能力

を向上さ

せるため

精神の修

養や訓練

のため

医師から

の推奨が

あったた

め

会社から

の推奨が

あったた

め

その他 わからな

い

※ご参考

回答総量

632 56.1 54.7 45.4 42.1 41.6 32.0 17.8 13.7 12.1 10.2 10.2 6.1 4.4 2.3 1.2 0.9 349

男性 402 55.0 51.9 47.5 38.2 40.1 33.1 17.4 12.5 5.1 8.8 12.6 7.2 4.8 3.2 0.3 0.9 337

女性 231 58.0 59.6 41.8 49.0 44.1 30.2 18.5 15.8 24.3 12.7 6.0 4.3 3.6 0.9 2.7 0.9 369

男性20代 62 56.4 32.1 41.0 29.5 35.9 33.3 23.1 12.8 3.8 5.1 11.5 7.7 1.3 1.3  - 1.3 295

男性30代 118 60.0 58.9 50.0 43.3 43.3 38.9 16.7 17.8 5.6 12.2 10.0 7.8 1.1 1.1 1.1 1.1 367

男性40代 127 42.5 55.0 50.0 38.8 45.0 31.3 18.8 12.5 5.0 8.8 17.5 7.5 6.3 6.3  - 1.3 345

男性50代 94 64.8 52.1 45.1 36.6 32.4 28.2 12.7 5.6 5.6 7.0 9.9 5.6 9.9 2.8  -  - 318

女性20代 56 47.1 54.1 36.5 55.3 40.0 27.1 16.5 14.1 25.9 11.8 8.2 2.4 2.4 1.2 1.2 3.5 342

女性30代 60 58.0 70.4 40.7 56.8 48.1 32.1 21.0 16.0 33.3 13.6 2.5 4.9 1.2 1.2 2.5  - 400

女性40代 69 59.3 53.1 37.0 37.0 51.9 25.9 19.8 21.0 18.5 13.6 4.9 6.2 3.7  - 3.7  - 352

女性50代 45 69.8 61.9 57.1 49.2 31.7 38.1 15.9 9.5 19.0 11.1 9.5 3.2 7.9 1.6 3.2  - 386

首都圏・関西圏 322 61.7 52.7 45.9 38.2 41.7 30.3 19.8 13.8 12.9 8.5 10.5 5.5 3.7 2.3 1.0 0.6 348

その他 310 50.3 56.8 44.8 46.2 41.5 33.8 15.7 13.6 11.3 12.0 9.8 6.8 5.0 2.4 1.4 1.2 350

運動 １年以内実施あり 632 56.1 54.7 45.4 42.1 41.6 32.0 17.8 13.7 12.1 10.2 10.2 6.1 4.4 2.3 1.2 0.9 349

F+W活動 いずれか認知 202 59.0 54.5 48.2 44.5 43.2 32.7 13.5 14.9 15.7 12.9 13.3 6.5 7.6 2.6 1.0  - 369

行動変化 *23 63.1 58.5 33.9 54.1 51.4 24.4 9.1 31.2 18.6 15.9 19.3 11.3 15.9 12.5  -  - 419

意識変化 66 62.3 56.8 51.1 41.4 43.9 33.9 18.1 12.5 17.6 11.9 11.3 8.7 6.7 3.2 2.0  - 380

変化なし 124 58.2 54.7 49.3 45.6 43.1 32.2 11.8 14.2 14.6 13.5 13.2 4.9 7.0 1.3 0.6  - 363

599 57.4 53.1 47.1 39.6 41.8 32.0 20.7 10.8 13.6 10.2 8.6 8.7 3.2 3.0 0.5 2.5 350

※事後調査全体で降順にソート

【事後調査】全体

性年代

居住地

F+W

態度変容

【事前調査】全体

性別

0%

20%

40%

60%

80%【 事前調査】 全体

【 事後調査】 全体

いずれか認知

行動変化

意識変化

変化なし

男性

女性

全体+ 10pt以上

全体+ 5pt以上

全体-5pt以上

全体-10pt以上
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18. 直近 1年運動実施目的（最も大きな理由） ※１年以内運動ありベース 

運動を実施した理由の中で、最も大きな理由では「健康のため」が全体でトップであった。その他で

「肥満解消」「運動不足」が上位。女性 20-30 代は「肥満解消」が「健康のため」と逆転しており、

全体傾向との意識差が伺えた。 

 

※F+W＝FUN+WALK PROJECT の略称 

※いずれか認知＝F+Wの取組及び広報物のいずれかを認知している回答者 

 

  

ｎ

健康のた

め

肥満解

消、ダイ

エットの

ため

運動不足

を感じる

から

楽しみ、

気晴らし

として

体力増

進・維持

のため

筋力増

進・維持

のため

家族や友

人などか

らの誘わ

れたため

自己の記

録や能力

を向上さ

せるため

家族のふ

れあいと

して

友人・仲

間の交流

として

美容のた

め

会社から

の推奨が

あったた

め

精神の修

養や訓練

のため

医師から

の推奨が

あったた

め

その他 わからな

い

632 21.2 15.6 14.8 11.3 9.6 5.7 4.4 4.2 3.5 3.5 1.5 1.2 0.9 0.6 1.0 0.9

男性 402 22.9 11.8 14.9 12.0 11.6 6.5 3.8 5.9 2.9 3.2 0.2 1.4 1.1 0.6 0.3 0.9

女性 231 18.3 22.4 14.6 10.1 6.0 4.3 5.4 1.2 4.6 4.1 3.9 0.6 0.7 0.7 2.3 0.9

男性20代 62 28.2 10.3 11.5 11.5 11.5 6.4 2.6 5.1  - 9.0 1.3  -  - 1.3  - 1.3

男性30代 118 15.6 16.7 14.4 12.2 13.3 7.8 7.8 3.3 2.2 2.2  - 1.1 1.1  - 1.1 1.1

男性40代 127 15.0 12.5 17.5 12.5 12.5 5.0 2.5 8.8 5.0 2.5  - 2.5 1.3 1.3  - 1.3

男性50代 94 39.4 5.6 14.1 11.3 8.5 7.0 1.4 5.6 2.8 1.4  - 1.4 1.4  -  -  -

女性20代 56 14.1 28.2 18.8 10.6 4.7 3.5 3.5 3.5 2.4 3.5 1.2  -  - 1.2 1.2 3.5

女性30代 60 16.0 24.7 9.9 9.9 7.4 4.9 3.7 1.2 7.4 3.7 7.4 1.2  -  - 2.5  -

女性40代 69 21.0 19.8 13.6 12.3 2.5 4.9 9.9  - 4.9 2.5 2.5  - 2.5 1.2 2.5  -

女性50代 45 22.2 15.9 17.5 6.3 11.1 3.2 3.2  - 3.2 7.9 4.8 1.6  -  - 3.2  -

首都圏・関西圏 322 23.3 13.0 17.6 13.2 7.8 5.7 4.1 3.5 2.3 3.4 2.1 1.1 1.3  - 1.0 0.6

その他 310 19.1 18.4 11.9 9.3 11.4 5.6 4.7 4.9 4.8 3.7 0.9 1.2 0.6 1.3 1.1 1.2

運動 １年以内実施あり 632 21.2 15.6 14.8 11.3 9.6 5.7 4.4 4.2 3.5 3.5 1.5 1.2 0.9 0.6 1.0 0.9

F+W活動 いずれか認知 202 20.6 12.9 12.5 9.9 12.6 5.3 5.6 3.2 5.9 2.9 2.3 0.8 2.5 1.9 1.0  -

行動変化 *23 25.0 8.9 17.0 12.5 6.6  - 11.9  - 5.7 3.4  -  - 5.6 3.4  -  -

意識変化 66 20.7 12.9 14.2 5.6 15.8 7.1 4.8 2.4 6.4 2.2 3.4  -  - 2.3 2.0  -

変化なし 124 19.7 13.1 12.9 10.8 12.2 5.0 5.0 4.0 6.2 2.9 1.9 1.3 3.0 1.3 0.6  -

599 21.7 15.3 14.8 14.7 10.6 5.6 2.2 0.9 3.5 5.4 0.6 0.7 0.4 0.8 0.4 2.5

※事後調査全体で降順にソート

【事後調査】全体

性年代

居住地

F+W

態度変容

【事前調査】全体

性別

0%

10%

20%

30%
【 事前調査】 全体

【 事後調査】 全体

いずれか認知

行動変化

意識変化

変化なし

男性

女性
全体+ 10pt以上

全体+ 5pt以上

全体-5pt以上

全体-10pt以上
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19. 運動実施状況と今後の予定  

運動・スポーツについて、現在の実施状況と今後の予定についてお答えください、という質問に対し、

「現在運動・スポーツをしていないが、6 か月以内に始めようと思っている」と回答した人の割合は

事前調査全体で 18.8％、事後調査全体では 21.4％であり微増した。FUN+WALK PROJECT認知者

は 25.7％とやや高いであった。 

 

             【事前調査】            【事後調査】             

 

 

※F+W＝FUN+WALK PROJECT の略称 

※いずれか認知＝F+Wの取組及び広報物のいずれかを認知している回答者 

 

 

 

 

  

ｎ （％）

現運動

あり計

(% )
ｎ （％）

現運動

あり計

(% )

824 50.9 824 51.8

男性 517 57.2 517 56.7

女性 307 40.3 307 43.6

男性20代 82 62.1 82 56.3

男性30代 135 51.5 135 61.2

男性40代 164 55.3 164 58.3

男性50代 137 62.1 137 50.5

女性20代 68 55.3 68 51.5

女性30代 77 35.9 77 42.7

女性40代 88 33.0 88 40.8

女性50代 73 39.8 73 40.8

首都圏・関西圏 414 52.5 406 51.7

その他 410 49.4 418 51.9

運動 １年以内実施あり 599 70.1 632 67.5
F+W

活動
いずれか認知 -  - 237 59.0

行動変化 -  - *23 90.9

意識変化 -  - 75 68.7

変化なし -  - 149 51.4

居住地

F+W

態度

変容

全体

性年代

性別

27.2

32.3

18.5

35.9

26.2

30.1

38.8

19.4

11.7

16.5

27.2

29.6

24.7

37.4

3.7

4.0

3.3

8.7

7.8

1.0

1.0

6.8

1.9

2.9

1.9

4.1

3.3

5.1

20.0

20.9

18.5

17.5

17.5

24.3

22.3

29.1

22.3

13.6

10.7

18.8

21.3

27.6

18.8

16.2

23.3

16.5

16.5

20.4

10.7

19.4

30.1

25.2

17.5

18.3

19.4

17.4

30.2

26.6

36.4

21.4

32.0

24.3

27.2

25.2

34.0

41.7

42.7

29.2

31.3

12.5

現在定期的

に運動・ ス

ポーツをし

ており 、 6

か月以上継

続している

現在定期的に

運動・ スポー

ツをしている

が、 始めてか

ら6か月以内

である

現在運動・ ス

ポーツをして

いるが、 定期

的ではない

現在運動・ ス

ポーツをして

いないが、 6

か月以内に始

めよう と思っ

ている

現在運動・ ス

ポーツをして

おらず、 今後

もするつもり

はない

全体+ 10pt以上

全体+ 5pt以上

全体-5pt以上

全体-10pt以上

26.8

31.1

19.6

21.4

36.9

32.0

30.1

16.5

17.5

22.3

21.4

28.2

25.5

34.9

30.4

49.7

32.4

28.8

4.4

4.1

4.9

9.7

2.9

5.8

0.0

9.7

6.8

2.9

1.0

3.3

5.5

5.8

8.9

29.6

13.9

3.1

20.6

21.4

19.1

25.2

21.4

20.4

20.4

25.2

18.4

15.5

18.4

20.2

20.9

26.8

19.6

11.7

22.3

19.5

21.4

17.3

28.3

15.5

22.3

15.5

15.5

22.3

35.9

33.0

20.4

21.1

21.7

20.2

25.7

9.1

25.4

27.2

26.8

26.0

28.0

28.2

16.5

26.2

34.0

26.2

21.4

26.2

38.8

27.2

26.4

12.3

15.3

0.0

5.9

21.4

現在定期的

に運動・ ス

ポーツをし

ており 、 6

か月以上継

続している

現在定期的に

運動・ スポー

ツをしている

が、 始めてか

ら6か月以内

である

現在運動・ ス

ポーツをして

いるが、 定期

的ではない

現在運動・ ス

ポーツをして

いないが、 6

か月以内に始

めよう と思っ

ている

現在運動・ ス

ポーツをして

おらず、 今後

もするつもり

はない
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20. 運動増加理由（複数回答） 

年前と比べて運動・スポーツを実施する頻度が増えましたか。増えた方は、この中からすべてお答え

ください、という質問に対し、１年前と比べて運動頻度が「増加」した人は事前調査全体で 36.7％、

事後調査では 39.6％であった。男性 20-30代、女性 20代では 50％前後と他年代に比べて高めであっ

た。FUN+WALK PROJECT 認知者は 55.4％で全体と比べて高かった。 

 

※F+W＝FUN+WALK PROJECT の略称 

※いずれか認知＝F+Wの取組及び広報物のいずれかを認知している回答者 

 

 

  

ｎ

運動・ス

ポーツが

好きに

なったか

ら

仕事が忙

しくなく

なったか

ら

健康に

なったか

ら

場所や施

設ができ

たから

仲間がで

きたから

家事・育

児が忙し

くなく

なったか

ら

お金に余

裕ができ

たから

会社が運

動・スポー

ツ実施のた

めの取組・

推奨を行っ

ているから

指導者が

いるよう

になった

から

その他 特に理由

はない

わからな

い

1年前と比べ

て運動・ス

ポーツの頻

度は増えて

いない

運動頻度

増加計

（％）

824 7.7 7.3 6.3 5.2 5.1 3.3 2.6 2.3 1.7 1.9 12.0 2.2 60.4 39.6

男性 517 9.1 7.9 6.5 5.9 5.7 3.7 3.1 3.3 1.9 1.3 13.0 2.6 58.1 41.9

女性 307 5.4 6.4 6.1 4.0 4.0 2.7 1.8 0.7 1.2 2.9 10.4 1.4 64.3 35.7

男性20代 82 8.7 14.6 9.7 7.8 8.7 3.9 4.9 6.8 3.9 1.0 11.7 2.9 46.6 53.4

男性30代 135 14.6 4.9 6.8 5.8 6.8 3.9 1.0 1.9 2.9 1.0 16.5 1.9 50.5 49.5

男性40代 164 5.8 8.7 6.8 5.8 4.9 5.8 4.9 3.9 1.0 1.9 7.8 1.9 66.0 34.0

男性50代 137 7.8 5.8 3.9 4.9 3.9 1.0 1.9 1.9 1.0 1.0 16.5 3.9 63.1 36.9

女性20代 68 8.7 6.8 9.7 4.9 7.8 1.0 3.9  - 1.9 1.9 9.7 1.0 53.4 46.6

女性30代 77 6.8 6.8 3.9 4.9 1.9 4.9 1.9 1.0 1.0 4.9 13.6 1.0 60.2 39.8

女性40代 88 2.9 7.8 3.9 1.0 3.9 1.9  -  - 1.0 2.9 9.7 1.0 70.9 29.1

女性50代 73 3.9 3.9 7.8 5.8 2.9 2.9 1.9 1.9 1.0 1.9 8.7 2.9 70.9 29.1

首都圏・関西圏 406 8.5 5.7 5.4 3.9 5.3 4.2 2.7 2.2 2.0 2.4 11.9 1.9 62.5 37.5

その他 418 6.9 8.9 7.3 6.4 4.8 2.5 2.5 2.5 1.4 1.4 12.2 2.4 58.4 41.6

運動 １年以内実施あり 632 9.7 8.6 7.9 6.7 6.3 4.0 3.0 3.1 2.2 2.1 12.9 2.2 53.7 46.3

F+W活動 いずれか認知 237 16.4 11.7 11.9 9.1 8.4 5.8 3.8 3.8 3.6 1.9 13.5 1.8 44.6 55.4

行動変化 *23 42.7 22.5 28.2 37.3 22.2 10.2 19.3 5.7 18.2 2.8 14.1  -  - 100.0

意識変化 75 23.0 18.0 21.3 11.5 11.1 6.8 6.9 5.9 5.6 2.1 20.1  - 27.9 72.1

変化なし 149 11.9 7.9 7.1 5.7 6.2 4.1 0.9 3.0 1.0 1.5 10.0 2.9 56.8 43.2

824 8.8 6.6 5.9 3.6 6.2 3.1 2.6 1.9 1.8 1.8 10.3 1.2 63.3 36.7

※事後調査全体で降順にソート

【事後調査】全体

性年代

居住地

F+W

態度変容

【事前調査】全体

性別

0%

10%

20%

30%

40%

50%【 事前調査】 全体

【 事後調査】 全体

いずれか認知

行動変化

意識変化

変化なし

男性

女性

全体+ 10pt以上

全体+ 5pt以上

全体-5pt以上

全体-10pt以上
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21. 運動関連消費項目（複数回答） 

あなたはご自身が実施する運動・スポーツに関連して、どのようなことにお金がかかっていますか、

という質問に対し、運動・スポーツ関連において、下記項目のいずれかに支出している人は事後調査

全体で 44.9％、男性 20-30代、FUN+WALK PROJECT 認知者では 50％超と高く、特に「スポーツ

用品・ウェアの購入」が全体比で高い傾向にあった。 

 

※F+W＝FUN+WALK PROJECT の略称 

※いずれか認知＝F+Wの取組及び広報物のいずれかを認知している回答者 

 

 

 

  

ｎ

スポーツ用

品・スポーツ

ウェアの購入

スポーツクラ

ブの会費、

レッスン料、

トレーニング

ジム・プー

ル、体育館の

使用料など

イベント・大

会などの参加

費

交通費・宿泊

費

健康のための

特別な食事・

食材・サプリ

メントなどの

購入

健康や運動・

スポーツに関

係する知識を

得るための

本・雑誌など

の購入

運動・スポー

ツによる疲労

の回復のため

のマッサー

ジ・スパ等の

料金

カメラ・イヤ

ホン・音楽

サービスな

ど、運動・ス

ポーツ実施に

伴う付加的な

趣味の費用

その他 上記のお金は

かけていない

いずれかお金

をかけている

計

（％）

824 30.4 15.0 6.0 10.1 8.4 3.9 3.0 2.4 0.5 55.1 44.9

男性 517 35.7 13.7 8.1 12.5 8.3 5.3 3.2 2.7 0.7 50.4 49.6

女性 307 21.5 17.2 2.4 6.1 8.6 1.4 2.8 1.8 0.3 63.1 36.9

男性20代 82 35.9 12.6 6.8 13.6 9.7 5.8 3.9 4.9 1.0 46.6 53.4

男性30代 135 40.8 14.6 10.7 10.7 10.7 8.7 1.9 1.0 1.0 44.7 55.3

男性40代 164 35.9 18.4 7.8 17.5 6.8 5.8 4.9 2.9  - 50.5 49.5

男性50代 137 30.1 7.8 6.8 7.8 6.8 1.0 1.9 2.9 1.0 58.3 41.7

女性20代 68 21.4 20.4 3.9 8.7 8.7 2.9 4.9 2.9  - 55.3 44.7

女性30代 77 26.2 25.2 1.0 7.8 10.7  - 1.0 1.9  - 56.3 43.7

女性40代 88 17.5 11.7 2.9 6.8 5.8 1.9 1.9  - 1.0 70.9 29.1

女性50代 73 21.4 12.6 1.9 1.0 9.7 1.0 3.9 2.9  - 68.0 32.0

首都圏・関西圏 406 29.5 15.1 6.6 11.4 10.0 3.1 3.4 2.5 0.5 54.5 45.5

その他 418 31.2 14.9 5.4 8.9 6.8 4.6 2.7 2.3 0.5 55.7 44.3

運動 １年以内実施あり 632 37.4 19.3 7.7 12.6 10.0 5.0 3.7 2.9 0.5 45.3 54.7

F+W活動 いずれか認知 237 40.5 15.6 8.2 10.3 11.4 4.5 4.1 3.8 0.7 41.1 58.9

行動変化 *23 65.4 33.7 23.8 9.1 27.0 12.5 18.2 15.7  - 2.8 97.2

意識変化 75 49.0 19.6 9.0 17.3 20.0 5.8 8.7 7.0 2.2 30.1 69.9

変化なし 149 35.0 12.5 6.6 7.7 8.0 4.3 1.5 2.5  - 49.9 50.1

824 31.2 16.7 5.3 10.0 7.9 3.3 2.5 3.0 0.3 54.3 45.7

【事後調査】全体

性年代

居住地

F+W

態度変容

【事前調査】全体

性別

0%

20%

40%

60%

80%【 事前調査】 全体

【 事後調査】 全体

いずれか認知

行動変化

意識変化

変化なし

男性

女性

全体+ 10pt以上

全体+ 5pt以上

全体-5pt以上

全体-10pt以上
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22. 運動関連消費金額 ※グラフは各項目支出ありベース 

あなたは、運動・スポーツや、スポーツ観戦に、1 か月あたり平均してどのくらい費用をかけてい

ますか、という質問に対し、事後調査全数ベースで最も支出額が多いのは「スポーツ用品で」、買

っていない人を含めた平均金額は 1,765 円であり、 次いで「スポーツクラブの会費、レッスン料

など」が 1,043円と高かった。 

 

事前調査 

 

 

事後調査 

 

※全数ベースの平均（円）は、非支出者を算出対象に加え、かつ「0」で加重 

 

 

  

ｎ （％）

平均(円)

※全数

ベース*

平均(円)

※支出あ

りベース

スポーツ用品・スポーツウェアの購入 257 1,630 5,476

スポーツクラブの会費、レッスン料、トレーニングジ

ム・プール、体育館の使用料など
137 1,179 7,421

イベント・大会などの参加費 43 268 5,201

交通費・宿泊費 83 523 5,755

健康のための特別な食事・食材・サプリメントなどの

購入
65 449 5,900

健康や運動・スポーツに関係する知識を得るための

本・雑誌などの購入
*27 106 3,224

運動・スポーツによる疲労の回復のためのマッサー

ジ・スパ等の料金
*21 160 6,541

カメラ・イヤホン・音楽サービスなど、運動・スポー

ツ実施に伴う付加的な趣味の費用
*24 106 3,822

36.2

29.4

38.9

35.2

31.9

78.4

27.3

36.2

25.6

13.5

36.8

26.6

32.0

15.5

27.0

44.4

19.3

29.5

9.2

15.3

13.2

3.2

26.1

6.5

5.8

13.8

6.4

5.1

16.0

0.0

9.5

6.5

4.4

2.9

3.1

3.7

0.0

0.0

3.2

0.0

1.5

2.1

1.8

1.0

1.3

0.0

0.0

0.0

0.6

3.2

1.8

2.9

2.0

2.9

3.8

0.0

6.6

5.6

2.0

10.3

3.6

0.0

3.2

6.4

2，000円未満 2，000円～

5，000円未満

5，000円～

10，000円未満

10，000円～

15，000円未満

15，000円～

20，000円未満

20，000円～

30，000円未満

30，000円以上 わからない

ｎ （％）

平均(円)

※全数

ベース*

平均(円)

※支出あ

りベース

スポーツ用品・スポーツウェアの購入 250 1,765 6,171

スポーツクラブの会費、レッスン料、トレーニングジ

ム・プール、体育館の使用料など
124 1,043 7,160

イベント・大会などの参加費 49 450 7,857

交通費・宿泊費 83 583 6,451

健康のための特別な食事・食材・サプリメントなどの

購入
69 438 5,265

健康や運動・スポーツに関係する知識を得るための

本・雑誌などの購入
32 155 4,010

運動・スポーツによる疲労の回復のためのマッサー

ジ・スパ等の料金
*25 240 8,396

カメラ・イヤホン・音楽サービスなど、運動・スポー

ツ実施に伴う付加的な趣味の費用
*20 143 6,790

37.5

27.8

29.3

33.0

39.4

61.9

24.9

33.6

21.7

16.8

27.9

28.8

31.3

20.3

39.9

29.4

16.1

32.0

15.5

11.7

16.7

7.5

3.4

7.4

8.8

12.9

9.1

5.4

5.2

6.2

6.0

4.0

2.8

2.2

2.7

1.9

3.3

4.1

6.3

6.7

2.5

1.9

1.3

1.9

1.1

0.0

2.8

0.0

2.4

3.0

9.4

5.6

1.9

0.0

10.6

6.7

8.2

3.4

4.8

11.7

1.1

0.0

6.0

12.1

2，000円未満 2，000円～

5，000円未満

5，000円～

10，000円未満

10，000円～

15，000円未満

15，000円～

20，000円未満

20，000円～

30，000円未満

30，000円以上 わからない
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（４）調査結果サマリー 

 事後調査での「FUN+WALK PROJECT」の認知度は 1割弱。また、「歩きやすい服装での通勤」の

浸透度は「聞いたことはある気がする」という人まで含めても 18%にとどまり、一般的な認知は得ら

れていない状況である。 

 アプリや各種広告の認知率も 1割強であり、「FUN+WALK PROJECT」の認知や「歩きやすい服装

での通勤」の浸透もその変化は微増程度であるため、3 月のプロジェクトスタートによって大きな話

題化まではできていない。 

 ただし、認知者の中では約 1割の人が「歩く」ことを増やしたり、始めたりといった実際の行動変化

を起こしており、約 4割の人が意識変化を起こしているため、プロジェクトによる行動・意識変化の

喚起は確認できた。 

 プロジェクト内容の説明を聞いた後で「歩きたい」「やや歩きたい」と回答した人は４割以上存在し

ており、プロジェクトの周知次第では「歩く」ことが広がる可能性は高い。  

 

  （５）調査結果から得られた課題、取り組むべき事項 

 事後調査の結果、特に女性 20～30 代の参加意向が高いが、実際の各種施策の認知度ではこの層の認

知率が低いことから、女性に向けたアプローチの検討が必要。 

 一方で、女性 20～30 代に限らず全体的なプロジェクト周知の底上げが必要なフェーズであるため、

広く周知を図るアプローチを継続することが重要 
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２．３ スポーツエールカンパニー認定制度（企業による取組の奨励方策等の検討） 

（１）制度創設の背景・目的 

企業による従業員に対するスポーツ推進の取組の奨励方策について検討を行い、社員が行うスポーツ活動の

支援や促進に向けた取組を実施している企業をスポーツ推進企業（後にスポーツエールカンパニー）として認

定した。その企業の取組を広く周知することで他企業への横展開を促し、ビジネスパーソンのスポーツ実施率

の向上を促すとともに、従業員の健康管理を考えスポーツ実施の促進に戦略的に取り組んでいる企業の社会的

評価の向上を図る。 

 

（２）名称募集及びロゴマークの決定 

  ①名称募集 

スポーツ推進企業の名称について公募を実施し、「スポーツエールカンパニー」に決定した。 

◆公募期間：2017年 6月 30日（金）～7月 13日（木 

◆応募件数：48件 

 

②ロゴマークの決定 

 以下のとおりロゴマークを決定した。 

 

 

（３）スポーツエールカンパニー認定企業の募集 

社員の健康増進のためスポーツの実施に向けた積極的な取組を行っている企業を以下の日程で募集し

た。本制度は、東京都が実施する「東京都スポーツ推進企業」認定及び新潟県が実施する「グッド！スポ

ーツカンパニー（新潟県スポーツ推進企業）」認定と連動して実施。 

◆募集期間：2017年 8月 3日（木）～10月 31日（火） 

 

（４）認定委員会の開催 

応募された企業の中から、認定企業を選定するため、認定委員会を開催した。 

◆開催日時：2017年 11月 28日（火） 10：00～12：00 

◆場所：文部科学省東館 16Ｆ3会議室 

◆認定委員（敬称略）： 

岡田 邦夫  NPO法人健康経営研究会 理事長 

樋口 毅  健康経営会議実行委員会 事務局 

松尾 哲矢  立教大学コミュニティ福祉学部 教授 

水野 基樹  順天堂大学スポーツ健康科学部 准教授  

安達 栄  スポーツ庁健康スポーツ課長 
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（５）認定企業の発表 

認定委員会の審査により、217社を認定企業として 2017年 12月 12日（火）に発表し、各社に以下の

認定証を交付した。 
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＜参考＞ 
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①認定企業一覧 

 

 

 

 



49 

 

 

 

 



50 

 

 

 

 

 



51 

 

 

 

 

 



52 

 

 

 

 

 



53 

 

 

 

 

 



54 

 

 

 

 

 



55 

 

 

  



56 

 

②主な認定企業の取組の紹介 

◆株式会社じげん（東京都港区） 

4 階建てのビルではエレベーターの利用を原則禁止とし、階段の利用を促進。コミュニケーション

創出のため、踊り場に掲示板を設置したり、4階にのみ自販機や女性専用パウダールームを設置し、

階段での行き来を増やすような動線設計をしている。 

 

    

 ◆株式会社サカタ製作所（新潟県長岡市） 

健康的に長く歩く習慣を身に付けさせたいと考え、社員駐車場を社屋から離れた場所に設営。より

遠くの駐車場ほど車間を広く取り、屋根の雪を落としてもドアがぶつからないと PR。 

また、運動を兼ねて階段の雑巾がけを実施したところ、愛着が沸き階段利用が促進された。 

 

 

   ◆ロート製薬株式会社（大阪府大阪市） 

自立した健康管理ができる健康人財の育成を目的として、国内 10 拠点で全社員参加の体力測定会

の開催や朝のオリジナル体操、始業前の体幹トレーニング+健康朝食の提供（朝活）などを実施し

ている。また、全社運動会等で会社全体の一体感の創出に取り組んでいる。 
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◆神戸商工会議所（兵庫県神戸市） 

毎週水曜日（ノー残業デー）に、本部から三宮までの約４㎞を徒歩で帰宅する「Challenge 

Wednesday」を実施。半年間で一定回数参加した社員には、地元シューズメーカーの靴を贈呈。管

理職が率先して参加することで、所内の健康意識の向上を図っている。 

 

 

（６）スポーツエールカンパニー認定制度の今後に向けた課題 

 各企業の取組事例の共有を活性化することで、未認定の企業への刺激とする。 

 スポーツエールカンパニーという認定制度自体の認知度向上が課題。 

 認定企業からの積極的な広報・ＰＲ発信が必要。 

 認定企業限定のインセンティブを付与する等、認定企業へのメリットを具体的にすることも検討す

る余地がある。 
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３．全体の考察、まとめ 

運動・スポーツ習慣の定着による健康増進を図るという目的のため FUN+WALK PROJECT、スポーツエール

カンパニーの認定制度の立ち上げを行った。また、本事業の成果を考察するための調査も実施した。 

FUN+WALK PROJECTにおいては、「楽しい」をプラスするというコンセプトのもと、キーアクションの設

定、イベント等を実施してきた。“歩きやすい服装”での通勤というキーアクションは、個人、企業、自治体な

ども共感を得ることができ、その結果、流通、自治体、シューズメーカー、百貨店などと連携を取ることができ

た。官民連携プロジェクトとしての良いスタートが切れたと思われる。 

また、ご当地キャラクターと連携することで、各キャラクターからの情報発信などにより、広く地域での展開

も行われた。また、老若男女誰からも愛されるご当地キャラクターはネガティブな反応が無く、プロジェクトを

推進するに当たって、最適なキャラクターだったと言える。 

一方で、キーアクションの定着には、企業トップの理解獲得、企業全体での取組導入が課題と言える。その他、

販促ツールとして本事業を利用する企業との連携も強化することで、「楽しみながら歩くこと」の定着を目指す

べきだと思われる。 

「FUN+WALK PROJECT」の認知拡大も課題である。認知者ベースでは約 1割の人が「歩く」ことを増やし

たり、始めたりといった実際の行動変化を起こしており、4 割程度の人が意識変化を起こしているため、プロジ

ェクトによる行動・意識変化は期待できる。 

また、“歩きやすい服装”での通勤というキーアクションに加えて、ついつい歩きたくなるような「動機作り」

や、コンテンツの発信を充実させることで、プロジェクトをより広く普及できると思われる。 

 スポーツエールカンパニーは、健康増進に取り組む先進事例として認定することで、他の企業の取組活性化に

期待できる。認定企業への具体的なインセンティブ付与が今後の課題である。 

 

 ビジネスパーソンの運動・スポーツ習慣の定着による健康増進には、各企業経営者や地方自治体、団体の協力

が不可欠である。個人への働きかけに加えて、企業・自治体との連携をさらに強化することで本事業を強く推進

することができると思われる。 

  


